
は
じ
め
に

饗
庭

あ
い
ば又
兵
衛 （
１
）（
屋
号
、
大
黒
屋
）
は
江
州
高
島
郡
霜
降
村
（
現
、
滋
賀

県
高
島
市
新
旭
町
）
出
身
の
商
人
で
あ
る
。
初
代
又
兵
衛
は
、
京
都
の
商

家
大
黒
屋
（
杉
浦
三
郎
兵
衛 （
２
）家
）
で
奉
公
し
た
の
ち
別
家 （
３
）を
許
さ
れ
、
享

保
三
年
（
一
七
一
八
）
江
戸
富
沢
町
で
古
着
商
と
し
て
独
立
開
業
し
た
。

そ
の
後
、
呉
服
太
物
等
に
も
商
い
の
手
を
広
げ
、
自
ら
の
別
家
を
輩
出
す

る
ま
で
に
成
功
し
、
江
戸
の
有
力
商
人
と
し
て
家
業
を
存
続
し
た
。
け
れ

ど
も
維
新
期
に
は
他
の
商
人
同
様
、
経
済
的
困
難
に
陥
っ
た
模
様
で
あ
る
。

又
兵
衛
方
の
経
営
帳
簿
の
類
は
残
存
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
経
営
内
容

を
計
数
的
に
分
析
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
小
稿
で
は
周
辺
史
料

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
又

兵
衛
方
の
維
新
期
の
活
動
を
検
証
し
、
そ
の
経
営
の
一
端
を
明
ら
か
に
し

て
み
た
い
。

あ
ら
か
じ
め
本
稿
の
構
成
を
述
べ
て
お
く
と
、
全
体
は
次
の
五
節
か
ら

成
り
立
っ
て
い
る
。

一
幕
末
維
新
期
の
大
黒
屋
又
兵
衛

二
商
法
司
・
通
商
司
政
策
に
お
け
る
大
黒
屋
又
兵
衛

三
大
黒
屋
八
兵
衛
・
八
次
郎
か
ら
又
兵
衛
へ
の
繋
が
り

四
大
黒
屋
又
兵
衛
家
を
め
ぐ
る
人
々

1

幕
末
維
新
期
の
大
黒
屋
又
兵
衛

植
田
知
子

初
代
饗
庭
又
兵
衛
（
屋
号
、
大
黒
屋
）
は
、
京
都
の
商
家
大
黒
屋
（
杉
浦
三

郎
兵
衛
家
）
で
奉
公
し
た
後
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
江
戸
富
沢
町
で
古
着

商
と
し
て
独
立
す
る
。
以
後
、
又
兵
衛
の
商
い
は
順
調
に
進
展
し
、
古
手
・
呉

服
太
物
類
を
取
り
扱
う
江
戸
の
有
力
商
人
の
一
人
と
し
て
家
業
を
存
続
さ
せ
た
。

し
か
し
、
幕
末
維
新
の
変
動
期
に
は
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に
陥
り
、
経
営
方

法
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
経
営
拠
点
の

移
動
、
店
名
前
に
よ
る
営
業
、
そ
し
て
舶
来
物
品
商
へ
の
転
業
等
で
あ
る
。
小

稿
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
維
新
期
の
又
兵
衛
方
を

周
辺
史
料
か
ら
検
証
し
、
そ
の
経
営
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。



五
明
治
初
期
に
お
け
る
大
黒
屋
又
兵
衛
大
阪
店
の
活
動

ま
ず
一
節
で
は
、
又
兵
衛
の
維
新
期
に
お
け
る
商
人
と
し
て
の
位
置
付

け
を
長
者
番
付
や
御
用
金
等
の
拠
出
額
か
ら
概
観
す
る
。
二
節
は
、
維
新

政
府
に
よ
る
商
法
司
・
通
商
司
政
策
の
中
で
又
兵
衛
の
活
動
を
捉
え
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
東
京
通
商
会
社
役
員
の
一
人
大
黒
屋

饗
庭
八
兵
衛
に
着
目
し
、
又
兵
衛
と
の
関
係
を
押
さ
え
た
上
で
、
三
節
に

お
い
て
大
黒
屋
八
兵
衛
・
八
次
郎
・
又
兵
衛
が
ど
の
よ
う
に
連
関
す
る
の

か
を
検
証
す
る
。
こ
こ
ま
で
で
維
新
期
に
お
け
る
又
兵
衛
方
の
経
営
の
在

り
方
が
ほ
ぼ
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
四
節
で
は
右
の
経
営
仕
法
が
と

ら
れ
た
背
景
や
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
又
兵
衛
方
の
家
内
の
状
況
・

経
済
状
態
・
本
家
と
の
関
わ
り
・
同
族
内
で
の
支
援
状
況
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
五
節
は
、
維
新
期
の
又
兵
衛
方
の
商
業
活
動
、
す
な
わ
ち
又
兵
衛

方
大
阪
店
が
関
与
し
た
事
業
と
そ
の
成
果
を
検
討
す
る
。

で
は
、
本
論
に
歩
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
幕
末
維
新
期
の
大
黒
屋
又
兵
衛

１
商
人
と
し
て
の
位
置
付
け

幕
末
維
新
期
の
又
兵
衛
家
は
、
六
代
亦
兵
衛 （
４
）が
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

に
六
二
歳
で
、
次
の
七
代
又
兵
衛
が
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
三
三
歳

で
没
し
、
そ
の
後
は
幼
少
当
主
の
時
期
が
し
ば
ら
く
続
く
。
時
代
の
転
換

期
の
当
主
交
代
は
、
家
業
経
営
へ
の
影
響
が
特
に
懸
念
さ
れ
る
。
そ
こ
で

ま
ず
、
こ
の
時
期
の
又
兵
衛
が
商
人
と
し
て
ど
の
程
度
の
地
位
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
た
の
か
見
て
お
こ
う
。

表
１
は
幕
末
～
明
治
中
期
に
刊
行
さ
れ
た
長
者
番
付
で
あ
る
。
取
り
上

げ
た
番
付
は
、
調
査
か
ら
発
刊
ま
で
の
間
の
時
差
を
考
慮
し
て
明
治
二
〇

年
代
の
も
の
ま
で
を
含
め
た
。
ま
た
、
維
新
期
の
経
済
変
動
が
も
た
ら
し

た
商
い
へ
の
影
響
と
、
そ
れ
に
伴
う
格
付
け
の
変
化
を
観
察
す
る
た
め
、

刊
行
時
期
を
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
開
港
前
＝
①
～
③
、
開
港
後
＝

④
、
明
治
期
以
降
＝
⑤
～
⑧
、
の
三
期
に
分
け
た
。
番
付
内
の
格
付
け
は

①
～
⑧
の
い
ず
れ
も
、
大
関
（
一
名
）・
関
脇
（
一
名
）・
小
結
（
一
名
）・

前
頭
（
多
数
。
番
付
に
よ
り
人
数
は
異
な
る
）
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
、

又
兵
衛
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

表
１
の
①
②
は
江
戸
の
商
人
を
対
象
と
し
た
開
港
前
の
番
付
で
、
こ
こ

で
又
兵
衛
は
前
頭
の
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
発
刊
年
は
②
と
同

じ
で
対
象
を
全
国
の
商
人
と
し
た
③
で
は
、
紙
面
中
央
の
行
司
を
示
す
と

見
ら
れ
る
箇
所
に
又
兵
衛
の
名
が
あ
り
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
順
位
は
は
っ

き
り
し
な
い
。
開
港
後
の
④
と
明
治
初
期
の
⑤
⑥
は
全
国
の
商
人
を
対
象

と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
に
お
け
る
又
兵
衛
の
位
置
付
け
は
前
頭
の
ほ
ぼ

中
位
で
あ
る
。
以
上
の
結
果
か
ら
開
港
に
よ
る
商
い
へ
影
響
を
見
極
め
る

の
は
難
し
い
が
、
又
兵
衛
の
場
合
、
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
そ
れ
は
経

営
上
の
痛
手
と
い
う
ほ
ど
深
刻
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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次
に
⑦
は
、
商
人
を
「
明
治
之
大
家
」
と
「
旧
来
之
大
家
」
に
二
分
し

て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
そ
の
中
で
又
兵
衛
は
「
旧
来
之
大
家
」
の
方

に
分
類
さ
れ
、
そ
の
上
、
格
付
け
対
象
外
の
「
雷
名
家
」
の
欄
の
最
後
尾

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
種
の
番
付
と
見
ら
れ
る
⑧
で
も
、
や
は
り
格
付

け
対
象
外
の
「
当
時
隠
居
」
の
欄
の
最
後
尾
に
又
兵
衛
の
名
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
江
戸
期
創
業
の
富
商
大
黒
屋
又
兵
衛
の
威
勢
は
明
治
一
〇
年
代
後

半
に
は
衰
退
の
兆
し
が
見
え
、
二
〇
年
代
に
は
も
は
や
隠
退
し
た
商
人
と

の
見
方
が
世
間
の
大
勢
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

別
の
尺
度
で
は
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
御
用
金 （
５
）を
例
に
取
る
と
、

又
兵
衛
の
拠
出
額
は
金
千
両
（
比
較

�白
木
屋
彦
太
郎
は
金
三
千
七
百
両
、

大
黒
屋
杉
浦
三
郎
兵
衛
は
金
二
千
両
、
大
黒
屋
坂
江
吉
右
衛
門 （
６
）は
金
千
五

百
両
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
明
治
元
年
、
維
新
政
府
は
旧
来
の
特
権
的
商
人

資
本
か
ら
借
入
金
で
あ
る
会
計
基
立
金
に
よ
り
財
政
資
金
の
調
達
を
図
っ

た
が
、
こ
の
際
、
又
兵
衛
の
拠
出
額
は
金
七
千
両
で
、
こ
れ
は
又
兵
衛
の

在
所
江
州
高
島
郡
で
は
坂
江
吉
右
衛
門
と
と
も
に
郡
内
最
高
額
で
あ
っ
た （
７
）。

以
上
か
ら
幕
末
維
新
期
の
又
兵
衛
は
、
世
評
・
実
力
の
両
面
で
辛
う
じ

て
富
商
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
こ
の
時
期
、

又
兵
衛
は
ど
の
よ
う
な
商
い
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

２
維
新
期
の
業
種

表
２
は
嘉
永
四
年
の
「
諸
問
屋
名
前
帳
」
と
明
治
二
年
の
「
東
京
市
中

幕末維新期の大黒屋又兵衛3

表１．大黒屋又兵衛の掲載された主な番付

出所）①～④林英夫・芳賀登編『番付集成』上、柏書房・人文社、1973年。⑤⑥渋谷隆一編『明治

期日本全国資産家地主資料集成Ⅳ』柏書房、1984年。⑦⑧前掲、『番付集成』下。

番付の名称 刊 行 年 記述内容

① 新板大江戸持○長者鑑 弘化３年（1846） 前頭 富沢町 大黒屋又兵衛

② 江戸特�長者 嘉永４年（1851） 前頭 富沢町 大黒屋又兵衛

③ 大日本持丸長者鑑 嘉永４年 行司ヵ 江戸 大黒ヤ又兵へ

④ 大日本諸商売分限者繁栄鑑 文久４年（1864） 前頭 江戸 大黒屋又兵衛

⑤ 大日本持○長者委細調大新板 明治８年（1875） 前頭 東京 大黒屋又兵ヱ

⑥ 大日本全国持丸長者改正一覧 明治13年（1880） 前頭 東京 大黒屋又兵ヱ

⑦ 現今長者鑑 明治19年（1886） 雷名家 大黒屋又兵ヱ

⑧ 方今長者鑑 明治22年（1889） 当時隠居 富沢丁 大黒屋又兵ヱ



各
種
問
屋
組
合
仲
買
人
書
上
帳 （
８
）」（
以
下
、「
明
治
二
年
名
前
帳
」
と
略
す
）

に
記
載
さ
れ
た
加
入
問
屋
仲
間
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
比
較
の
た
め
に

大
黒
屋
本
家
杉
浦
三
郎
兵
衛
と
、
分
家
坂
江
吉
右
衛
門
も
併
せ
て
掲
示
し

た
。
こ
の
両
者
に
関
し

て
は
、
業
種
に
若
干
の

変
化
は
あ
る
も
の
の
両

方
の
名
前
帳
に
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
又
兵
衛
の
名
は
、

「
明
治
二
年
名
前
帳
」

に
は
な
い
。

「
明
治
二
年
名
前
帳
」

に
記
載
の
な
い
商
人
は

か
な
り
の
数
に
達
し
、

岩
崎
宏
之
氏
は
そ
の
理

由
を
記
載
も
れ
の
可
能

性
を
示
唆
し
な
が
ら
も
、

記
載
さ
れ
た
の
は
「
当

時
に
お
い
て
営
業
中
で

あ
っ
た
問
屋
商
人
」
で

あ
り
、
他
方
に
「
問
屋

商
人
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
え
な
く
な
っ
た
多
く
の
商
人
の
存
在
が
予

想
さ
れ
る （
９
）」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
又
兵
衛
の
場
合
、
番
付
へ
の
掲
載

を
見
て
も
維
新
期
に
衰
退
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
少
し

視
点
を
変
え
、
維
新
政
府
の
経
済
政
策
、
す
な
わ
ち
商
法
司
・
通
商
司
政

策
の
中
に
又
兵
衛
の
活
動
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

二
商
法
司
・
通
商
司
政
策
に
お
け
る
大
黒
屋
又
兵
衛

１
店
舗
所
在
地
（
東
京
富
沢
町
）
と
主
人
居
住
地
（
江
州
）
と
の
差

維
新
政
府
に
よ
る
商
法
司
・
通
商
司
政
策
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
担
っ

た
の
は
幕
藩
時
代
の
特
権
的
な
問
屋
商
人
達
で
あ
る
。
慶
応
四
年
（
一
八

六
八
）
閏
四
月
二
五
日
、
商
法
司
が
京
都
に
設
置
さ
れ
、
同
年
閏
四
月
二

六
日
に
大
阪
、
同
年
一
一
月
に
東
京
に
支
署
が
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

商
法
司
の
下
に
は
勧
商
事
務
機
関
と
し
て
各
地
に
商
法
会
所
が
置
か
れ
た

が
、
又
兵
衛
の
本
家
に
あ
た
る
大
黒
屋
杉
浦
三
郎
兵
衛
は
同
年
一
一
月
に

開
設
さ
れ
た
東
京
商
法
会
所
の
元
締
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
東
京
商
法
会
所
に
組
織
さ
れ
た
商
人
よ
り
も
「
下
の
階

層
の
商
人
層
の
広
範
囲
に
わ
た
る
結
集
を
は
か
っ
た
も
の
が
、
貿
易
商
社

の
設
立
計
画 （

�）」
で
あ
る
。
商
法
司
の
廃
止
（
明
治
二
年
三
月
一
五
日
）
と

通
商
司
の
設
置
（
同
年
二
月
二
五
日
）
に
伴
い
貿
易
商
社
は
東
京
通
商
会

社
と
し
て
再
編
さ
れ
、
大
黒
屋
の
分
家
坂
江
吉
右
衛
門
は
明
治
二
年
二
月
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表２．大黒屋３家の幕末維新期における加入問屋仲間

註 ①安政２年８月仮組より加入。②文久２年４月加入。③安政４年７月加入。

出所）（Ａ）『旧幕引継書目録５ 諸問屋名前帳 細目３』および『旧幕引継書目録６ 諸問屋

名前帳 細目４』（国立国会図書館発行、1963年）。（Ｂ）マイクロフィルム版『大隈文

書』（早稲田大学）A3061「明治２年 東京市中各種問屋組合仲買人書上帳」。

（Ａ）嘉永４年 諸問屋名前帳 （Ｂ）明治２年 名前帳

大黒屋

杉浦三郎兵衛

呉服・白子組木綿・真綿・通町組内店

組小間物・下り蝋燭
呉服・太物木綿

大黒屋

坂江吉右衛門
呉服・白子組木綿・下り蝋燭

呉服・太物木綿・本両替町組

両替屋

大黒屋

饗庭又兵衛

呉服・白子組木綿①・真綿②・通町組

内店組小間物③・両替屋十八番組
《記載なし》



一
八
日
肝
煎
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
に
商
い
の
基
盤
を
お
い
た
有
力

商
人
の
一
人
で
あ
る
大
黒
屋
又
兵
衛
も
、
当
然
そ
の
列
に
加
え
ら
れ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
又
兵
衛
の
名
は
そ
の
中
に
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
明
治
二
年
七
月
通
商
司
の
下
で
設
立
さ
れ
た
西
京
為
替

会
社
の
出
社
、
大
津
為
替
会
社
（
開
業
は
明
治
二
年
一
二
月
。
明
治
三
年

八
月
に
西
京
為
替
会
社
か
ら
独
立
）
の
社
中
一
五
名
の
中
に
は
饗
庭
又
兵

衛
の
名
が
あ
り
、
身
元
金
と
し
て
坂
江
吉
右
衛
門
ら
他
の
五
名
と
合
わ
せ

て
二
万
四
千
両
を
拠
出
し
て
い
る （

�）。
と
は
言
え
、
杉
浦
三
郎
兵
衛
は
主
人

居
住
地
の
京
都
で
西
京
為
替
会
社
の
、
同
様
に
坂
江
吉
右
衛
門
も
江
州
で

大
津
為
替
会
社
の
役
員
に
な
っ
て
お
り
、
そ
う
な
る
と
又
兵
衛
の
み
、
商

い
の
拠
点
を
お
い
た
東
京
で
の
活
動
が
依
然
不
明
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

２
「
商
社
頭
取
肝
煎
印
鑑
帳
」
の
記
述

東
京
で
の
又
兵
衛
の
活
動
が
判
然
と
し
な
い
中
、
東
京
通
商
会
社
の
構

成
員
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
が
饗
庭
姓
を
持
つ
商
人
大
黒
屋
八
兵

衛
で
あ
る
。
岩
崎
氏
に
よ
る
東
京
通
商
会
社
役
員
一
覧
表
に
は
左
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る （

�）。

〔
姓
名
〕

〔
屋
号
〕
〔
住
所
〕

〔
業
種
〕

大
黒
屋
八
兵
衛

饗
庭

富
沢
町

舶
来
物
渡
世

姓
の
大
黒
屋
、
屋
号
の
饗
庭
が
逆
で
あ
る
の
は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。

業
種
の
舶
来
物
渡
世
に
関
し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
「
明
治
二
年
名
前
帳
」

の
「
舶
来
品
取
扱
渡
世
」
や
、
類
似
し
た
業
種
の
記
さ
れ
た
箇
所 （

�）を
調
べ

て
み
た
が
大
黒
屋
八
兵
衛
・
饗
庭
八
兵
衛
の
名
は
な
い
。
ま
た
、
住
所
が

富
沢
町
と
あ
る
た
め
江
戸
後
期
～
明
治
初
年
ま
で
の
江
戸
商
人
を
採
集
し

た
「
江
戸
商
人
名
前
一
覧 （

�）」
で
も
確
認
し
て
み
た
が
、
こ
ち
ら
に
も
大
黒

屋
八
兵
衛
・
饗
庭
八
兵
衛
と
い
う
名
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
か

ら
す
る
と
、
大
黒
屋
八
兵
衛
は
維
新
後
新
た
に
出
て
き
た
か
、
も
し
く
は

江
戸
以
外
の
地
に
拠
点
を
置
く
商
人
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
念

の
た
め
「
商
社
頭
取
肝
煎
印
鑑
帳 （

�）」
に
あ
た
っ
て
み
た
と
こ
ろ
史
料
１
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
史
料
１
の
上
部
に
は
史
料
２
の
よ
う
な

貼
紙
が
な
さ
れ
て
い
た
。

〔
史
料
１
〕

冨
澤
町
五
番
地
主

饗
庭
八
兵
衛
江
州
住
宅

ニ
付
出
店
主

�

清
水
太
兵
衛

明
治
九
年
三
月
中
饗
庭
八
兵
衛
病
死
致
シ

跡
相
続
人
同
人
忰
同
苗
又
兵
衛
云
旨

出
店
主
よ
り
届
有
之

�

（
註

	太
字
部
分
は
朱
筆
）

幕末維新期の大黒屋又兵衛5



〔
史
料
２
〕（
貼
紙
）

饗
庭
八
兵
衛

埼
玉
縣
下
第
廿
一
区

総
代
理
人

武
蔵
国
足
立
郡

印
鑑

�

大
宮
驛
土
手
宿
村
十
四
番
地

横
山
町
二
丁
目
肴
店

清
水
太
兵
衛

太
物
店
羽
田
与
兵
衛
方
止
宿

明
治
十
三
年
十
二
月
十
日
届
出
ル

（
註

�太
字
部
分
は
朱
筆
）

史
料
１
と
２
か
ら
姓
名
が
饗
庭
八
兵
衛
で
あ
る
こ
と
、
大
黒
屋
と
い
う

屋
号
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
冨
澤
町
」
・「
江
州
住
宅
」
・「
同
人
忰
同

苗
又
兵
衛
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
饗
庭
又
兵
衛
と
関
係
の
あ
る
人
物
と
見
て

間
違
い
な
い
。
印
鑑
帳
の
作
成
さ
れ
た
時
期
（
明
治
二
年
六
月
）
に
富
沢

町
五
番
地
に
店
を
設
け
て
い
た
饗
庭
八
兵
衛
は
江
州
に
居
住
し
、
店
主
に

清
水
太
兵
衛
を
お
い
て
店
の
管
理
を
委
任
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
店
舗
管
理
の
方
法
は
本
家
大
黒
屋
を
は
じ
め
大
黒
屋
各
店
で
江
戸

期
以
来
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
何
等
違
和
感
は
な
い
。
し
か
し
、

疑
問
の
残
る
箇
所
が
あ
る
。

第
一
に
富
沢
町
店
に
つ
い
て
で
あ
る
。
八
兵
衛
の
死
去
は
明
治
九
年
三

月
中
と
さ
れ
る
が
、
富
沢
町
五
番
地
の
所
有
者
は
明
治
六
年
時
点
で
大
村

五
左
衛
門
と
な
っ
て
い
る （

�）。
史
料
２
に
、
八
兵
衛
の
総
代
理
人
を
務
め
る

清
水
太
兵
衛
が
「
羽
田
与
兵
衛
方
」
に
「
止
宿
」
し
て
い
る
こ
と
を
見
て

も
、
富
沢
町
店
は
八
兵
衛
が
没
す
る
前
に
す
で
に
売
却
さ
れ
て
商
い
は
他

所 （

�）で
行
わ
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
営
業
休
止
の
状
態
に
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

第
二
に
、
史
料
１
に
は
「
跡
相
続
人
同
人
忰
同
苗
又
兵
衛
」
と
あ
る
が
、

七
代
又
兵
衛
は
明
治
三
年
に
死
去
し
て
お
り
、
そ
の
嫡
男
俊
造
（
後
の
八

代
又
兵
衛
）
の
明
治
九
年
時
点
の
年
令
は
わ
ず
か
八
歳
で
あ
る （

�）。
届
出
が

八
兵
衛
の
没
後
四
年
を
経
過
し
た
明
治
一
三
年
一
二
月
に
行
な
わ
れ
て
い

る
点
も
不
自
然
で
、
背
後
に
何
等
か
の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
て
い
る
。

以
上
の
疑
問
点
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
詳
細
な
検
討
に
入
ろ
う
と
思
う
が
、

は
じ
め
に
大
黒
屋
八
兵
衛
の
商
人
像
を
も
う
少
し
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

三
大
黒
屋
八
兵
衛
・
八
次
郎
か
ら
又
兵
衛
へ
の
繋
が
り

１
大
黒
屋
八
兵
衛
に
つ
い
て

江
戸
期
の
商
業
関
連
史
料
の
中
で
大
黒
屋
八
兵
衛
の
名
を
唯
一
確
認
で

き
た
の
は
、
嘉
永
・
安
政
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
大
坂
の
「
和
製
砂
糖
引

受
問
屋
株
帳 （

�）」
に
お
い
て
で
あ
る
。
砂
糖
問
屋
商
人
大
黒
屋
八
兵
衛
と
東

京
通
商
会
社
の
一
員
饗
庭
八
兵
衛
に
は
互
い
の
業
種
に
繋
が
り
が
認
め
ら

れ
、
こ
れ
は
砂
糖
の
商
品
と
し
て
の
特
殊
性
を
考
え
る
と
納
得
で
き
る
よ
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う
に
思
わ
れ
る
。
大
黒
屋
八
兵
衛
が
属
し
た
和
製
砂
糖
問
屋
仲
間
の
成
立

経
緯
を
理
解
す
る
上
で
も
、
『
本
邦
糖
業
史 （

�）』
に
拠
り
、
当
時
の
砂
糖
の

商
い
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

江
戸
初
期
に
お
い
て
砂
糖
は
輸
入
品
で
あ
り
、
ま
た
独
立
し
た
商
品
と

し
て
で
は
な
く
薬
種
の
一
種
と
し
て
唐
薬
、
荒
物
に
附
随
し
て
取
引
さ
れ

た
。
問
屋
も
当
初
は
白
糸
割
符
の
特
権
を
有
す
る
本
商
人
で
あ
っ
た
が
、

漸
次
白
糸
、
呉
服
類
を
取
扱
う
唐
反
物
問
屋
と
唐
薬
、
砂
糖
、
荒
物
等
を

取
扱
う
唐
薬
問
屋
と
に
分
化
し
、
砂
糖
は
唐
薬
問
屋
の
商
域
に
属
し
た
。

長
崎
に
輸
入
さ
れ
た
砂
糖
（
＝
唐
紅
毛
糖 （

	））
の
大
部
分
は
大
坂
唐
薬
問

屋
に
廻
送
さ
れ
、
問
屋
は
こ
れ
を
砂
糖
仲
買
仲
間
に
売
渡
し
た
が
、
砂
糖

は
高
価
で
巨
利
が
あ
る
た
め
砂
糖
商
人
以
外
で
こ
れ
を
買
受
け
る
者
や
密

輸
不
正
品
も
あ
り
、
取
締
り
の
た
め
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
株
仲
間

が
設
定
さ
れ
た
。

一
方
、
和
製
砂
糖
の
大
坂
廻
着
の
嚆
矢
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
と

さ
れ
る
が
、
文
化
期
（
一
八
〇
四
～
）
以
降
は
諸
藩
の
殖
産
政
策
の
一
環

と
し
て
和
製
砂
糖
が
盛
ん
に
生
産
さ
れ
て
大
坂
廻
着
量
も
急
増
す
る
。
こ

れ
ら
の
売
捌
き
は
、
は
じ
め
は
諸
藩
の
蔵
屋
敷
・
荷
受
業
者 （


）・
唐
薬
問
屋

に
よ
り
行
わ
れ
た
が
、
文
化
の
頃
に
は
荷
受
業
者
の
取
扱
う
も
の
が
大
半

を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
天
保
の
初
め
、
和
糖
の
大
坂
廻
着
高
が

激
増
し
た
た
め
、
和
糖
の
廻
着
制
限
と
そ
の
商
品
検
査
の
徹
底
を
目
的
に

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
五
月
、
唐
薬
問
屋
と
和
製
砂
糖
荷
受
人
の
中
か

ら
四
三
名
を
選
ん
で
和
製
砂
糖
問
屋
が
命
じ
ら
れ
、
株
仲
間
が
設
定
さ
れ

た
。
先
に
挙
げ
た
「
和
製
砂
糖
引
受
問
屋
株
帳
」
は
そ
の
仲
間
の
名
が
記

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

和
糖
は
唐
物
の
類
似
品
と
し
て
産
地
よ
り
江
戸
に
直
送
す
る
こ
と
を
法

制
的
に
禁
じ
ら
れ
、
幕
末
ま
で
大
坂
に
廻
送
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い

た
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
砂
糖
を
取
扱
う
問
屋
、
仲
買
の
取
扱
金
高
は
巨
額

で
、
富
力
は
十
人
両
替
等
の
巨
商
に
次
ぐ
、
大
坂
商
人
の
代
表
的
存
在
と

見
做
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
維
新
後
の
和
製
砂
糖
は
、
「
産
地
に
於

け
る
精
糖
業
の
衰
退
と
相
俟
っ
て
大
阪
の
市
場
的
地
位
は
著
し
く
悪
化
し
、

そ
の
主
動
的
取
扱
商
で
あ
っ
た
和
製
砂
糖
問
屋
は
没
落
衰
退
し
、
商
取
引

は
全
く
衰
微 （

�）」
し
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
大
黒
屋
八
兵
衛
も
こ
の
頃
、
砂

糖
問
屋
商
人
か
ら
舶
来
物
渡
世
へ
転
業
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
過

程
を
克
明
に
跡
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
明
治
三
年
九
月
に
和
糖
問

屋
株
が
廃
絶 （

�）さ
れ
、
明
治
一
八
年
二
月
に
大
阪
砂
糖
商
組
合
が
結
成
さ
れ

た
際
、
名
簿 （


）に
饗
庭
又
兵
衛
（
註

�八
兵
衛
は
明
治
九
年
三
月
病
死
し
、

又
兵
衛
が
相
続
）
の
名
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
が
間
接
的
な
証
左
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
替
わ
っ
て
「
舶
来
物
品
商
」
仲
間
の
中
に
、
「
東
区
備

後
町
三
丁
目

饗
庭
又
兵
衛 （

�）」
と
あ
り
、
時
流
に
逆
ら
う
こ
と
な
く
唐
薬

問
屋
（
砂
糖
）

↓舶
来
物
渡
世

↓舶
来
物
品
商
と
商
い
を
転
じ
た
八
兵
衛

か
ら
又
兵
衛
へ
の
繋
が
り
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
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２
大
黒
屋
八
次
郎
に
つ
い
て

大
黒
屋
八
兵
衛
と
又
兵
衛
の
関
係
を
検
討
す
る
上
で
、
両
者
を
結
び
付

け
る
手
懸
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
大
黒
屋
八
次
郎
で
あ
る
。
大
黒
屋
八

次
郎
の
名
が
確
認
で
き
た
史
料
の
う
ち
、
最
も
古
い
も
の
が
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
一
〇
月
の
大
坂
の
唐
物
仲
間
「
取
締
判
形
帳
」
で
、
こ
こ

に
付
記
さ
れ
た
唐
物
仲
間
商
人
の
中
に
「
備
後
町
五
丁
目
大
黒
屋
八
次

郎 （

�）」
と
あ
る
。

次
に
示
す
史
料
３
は
、
又
兵
衛
方
大
阪
店
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
明
治
五

年
の
「
日
記 （

�）」
の
一
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
取
締
判
形
帳
」
の
大
黒
屋

八
次
郎
に
関
す
る
記
述
と
比
較
し
て
み
る
と
、
大
黒
屋
の
屋
号
、
八
次
郎

の
名
前
、
店
舗
の
所
在
場
所
が
一
致
す
る
。
丁
目
の
異
な
る
点
は
、
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
に
備 び
ん後 ご

町 ま
ち五
丁
目
が
枡 ま
す屋
や

町
の
一
部
と
と
も
に
備
後

町
三
丁
目
と
な
っ
て
お
り （

�）、
両
者
は
同
一
視
し
て
問
題
な
い
。
こ
れ
は
唐

物
商
大
黒
屋
八
次
郎
の
店
が
、
明
治
期
に
は
大
黒
屋
又
兵
衛
方
大
阪
店
と

な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
史
料
３
〕

大
又
兵
衛
大
坂
店
之
義
、
大
坂
東
大
組
第
十
七
区
備
後
町
通
三
町
目

饗
庭
八
次
郎
方
、
霜
降
仕
法
ニ
付
当
方
へ
預
り
呉
候
旨
、
一
統
よ
り

願
出
候
間
聞
届
候
。
附
て
は
八
治
郎

（
マ
マ
）事
名
前
ニ
て
是
迄
空
名
ニ
付
、

当
節
右
様
之
義
不
相
成
候
間
、
今
般
岩
造
を
当
方
へ

�籍
ニ
入
、
改

て
大
坂
へ
当
町
内
よ
り
送
差
出
候
事
、
今
日
大
坂
へ
下
す
。

旧
店
の
名
残
を
留
め
た
八
次
郎
の
名
は
、
「
八
治
郎

（
マ
マ
）

事
名
前
ニ
て
是
迄

空
名
」
と
い
う
記
述
か
ら
実
際
に
八
次
郎
な
る
人
物
は
存
在
せ
ず
、
又
兵

衛
方
大
阪
店
の
店
名
前
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
岩
造 （

�）を
「
当

方
（
＝
大
黒
屋
本
家
の
杉
浦
家
）
」
の
「

�籍 （

�）」
に
入
れ
て
大
阪
店
の
名

前
と
す
る
必
要
が
生
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
だ
け
で
事
は
納

ま
ら
ず
、
名
前
は
再
び
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
史
料
４ （

�）に
明
ら
か
で

あ
る
。

〔
史
料
４
〕

諸
国
取
引
諸
事
大
八
ニ
て
名
前
能
通
在
之
、
何
卒
八
之
字
付
候
名
前

ニ
相
願
度
旨
申
趣
、
（
中
略
）
区
長
戸
長
と
申
談
、
当
丁
ニ
て

八
太
郎
ト
改
名
し
今
日
送
改
差
出
し
候
事
。

す
な
わ
ち
、
大
阪
店
の
名
前
を
岩
造
に
変
更
し
た
も
の
の
諸
国
の
取
引

は
「
大 だ
い八 は
ち」（

大 だ
い黒
屋
八 は
ち次
郎
）
で
通
っ
て
お
り
、
八
の
字
が
付
か
な
い

名
で
は
通
り
名

と
お
り
なが
「
大
八
」
に
な
ら
ず
商
売
上
差
支
え
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
岩
造
は
八
太
郎
と
改
名
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
管
見
の
限

り
改
名
後
も
資
料
類
の
中
に
大
黒
屋
八
太
郎
の
名
を
目
に
す
る
こ
と
は
な

く
、
そ
れ
ば
か
り
か
八
次
郎
の
名
は
そ
の
後
も
用
い
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、

大
阪
店
の
関
心
は
、
通
り
名
「
大
八
」
の
使
用
の
可
否
の
み
に
あ
っ
た
と

言
え
る
。
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
た
「
大
八
」
の
通
り
名
の
端
緒
は
、
こ

こ
ま
で
の
考
察
か
ら
大
黒
屋
八
兵
衛
に
求
め
る
の
が
最
も
合
理
的
と
考
え
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る
。で
は
、
大
黒
屋
八
次
郎
の
店
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
又
兵
衛
方
大
阪
店

と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

３
八
兵
衛
か
ら
又
兵
衛
へ
の
相
続

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
二
節
の
２
で
疑
問
点
と
し
て
挙
げ
た
八
兵
衛
か

ら
又
兵
衛
へ
の
相
続
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
問
題
と
し
た
の
は
「
商

社
頭
取
肝
煎
印
鑑
帳
」
へ
の
届
出
、
す
な
わ
ち
、
「
明
治
九
年
三
月
中
、

饗
庭
八
兵
衛
病
死
致
シ
、
跡
相
続
人
同
人
忰
同
苗
又
兵
衛
」
と
い
う
部
分

で
あ
る
。
不
可
解
な
点
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
七
代
又
兵
衛
は
明
治
三

年
に
没
し
て
お
り
、
明
治
九
年
時
点
で
又
兵
衛
と
は
七
代
の
嫡
男
俊
造

（
当
時
八
歳
。
後
の
八
代
又
兵
衛
）
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
な
ら
ば

「
忰
」
で
は
な
く
「
孫
」
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
第
二
に
、「
同
人
忰
同

苗
又
兵
衛
」
と
あ
る
が
、
通
常
な
ら
「
忰
又
兵
衛
」
と
記
す
と
こ
ろ
に
な

ぜ
「
同
苗
」
と
い
う
語
句
を
入
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
饗
庭
又
兵
衛
家
の
過
去
帳
や
そ
の
他
の
史
料
か
ら
、
八
兵
衛
は

又
兵
衛
家
の
傍
系
の
出
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
詳
し
い
経
緯
は
不
明
で

あ
る
が
七
代
又
兵
衛
は
六
代
亦
兵
衛
の
実
子 （

	）で
は
な
く
、
他
家
か
ら
又
兵

衛
家
へ
入
家
し
た
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
七
代
又
兵
衛
は
八
兵
衛
の
息

子
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
わ
け
で
、
だ
と
す
れ
ば
、
八
兵
衛
が
又
兵
衛
を

「
忰
」
と
呼
び
、
敢
え
て
「
同
苗
」
と
書
き
添
え
て
い
る
点
も
腑
に
落
ち

る
。
推
測
を
交
え
て
の
解
釈
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
な
ら
届
出
の
記
述
も
整

合
的
に
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

で
は
、
大
阪
店
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

六
代
亦
兵
衛
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
九
月
、
大
坂
で
古
着
仕
入

店
を
開
く
許
可
を
本
家
大
黒
屋
か
ら
得
て
い
る
が （


）（
店
舗
の
住
所
は
不
明
）、

こ
れ
以
外
に
江
戸
期
の
又
兵
衛
方
に
大
坂
店
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
史

料
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
ら
な
い
。
一
方
、
唐
物
商
大
黒
屋
八
次
郎
に
つ
い

て
は
、
八
次
郎
と
い
う
名
か
ら
も
「
大
八
」
関
連
の
店
、
言
い
換
え
れ
ば

砂
糖
問
屋
大
黒
屋
八
兵
衛
の
一
部
門
＝
出
店
の
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。

従
っ
て
又
兵
衛
方
大
阪
店
は
、
八
兵
衛
か
ら
又
兵
衛
へ
の
家
督
相
続
に
伴
っ

て
譲
渡
さ
れ
た
と
見
る
の
が
成
り
行
き
と
し
て
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
今
度
は
相
続
の
時
期
が
問
題
と
な
る
。
明

治
九
年
三
月
に
死
去
し
た
八
兵
衛
の
跡
目
を
、
既
に
明
治
三
年
に
没
し
た

忰
の
又
兵
衛
が
相
続
す
る
と
い
う
の
は
何
と
し
て
も
辻
褄
が
合
わ
な
い
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
届
出
の
遅
怠
（
明
治
九
年
三
月
死
亡
を
同
一
三
年

一
二
月
に
届
出
）
や
、
八
兵
衛
の
死
去
（
＝
明
治
九
年
）
以
前
に
又
兵
衛

方
で
八
兵
衛
・
八
次
郎
の
名
を
使
用
し
て
い
る
点
（
具
体
例
は
五
節
に
記

述
）
か
ら
、
こ
の
届
出
は
表
向
き
の
形
式
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
七
代
又
兵
衛
は
生
前
（
＝
明
治
三
年

以
前
）
に
八
兵
衛
か
ら
家
業
を
譲
り
受
け
、
東
京
店
を
大
黒
屋
饗
庭
八
兵

衛
、
大
阪
店
は
大
黒
屋
饗
庭
八
次
郎
の
名
で
営
業
し
て
い
た
、
と
い
う
の

幕末維新期の大黒屋又兵衛9



が
こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
得
た
私
見
で
あ
る
。

さ
て
、
又
兵
衛
方
で
は
従
来
通
り
の
商
い
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
り
維
新
期
に
商
売
の
拠
点
を
東
京
か
ら
大
阪
に
移
し
た
と
見
ら
れ
る
。

維
新
期
の
東
京
で
の
又
兵
衛
の
活
動
に
不
明
な
部
分
が
多
い
の
も
、
そ
う

し
た
又
兵
衛
方
の
内
部
事
情
に
起
因
す
る
と
見
ら
れ
、
次
で
は
そ
の
点
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

四
大
黒
屋
又
兵
衛
家
を
め
ぐ
る
人
々

１
又
兵
衛
方
の
経
営
状
態
と
「
霜
降
仕
法
」
に
つ
い
て

明
治
三
年
九
月
に
七
代
目
が
死
去
し
た
あ
と
の
又
兵
衛
家
は
、
幼
少
当

主
と
な
っ
て
経
営
面
で
は
事
実
上
当
主
不
在
の
状
態
に
あ
っ
た
。
又
兵
衛

方
の
将
来
を
危
惧
し
た
本
家
大
黒
屋
で
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
二

月
一
三
日
、
本
家
大
黒
屋
京
店
（
＝
本
店
）
に
お
い
て
本
家
の
経
営
幹
部

二
名
立
合
い
の
も
と
、
又
兵
衛
方
か
ら
提
出
さ
れ
た
嘉
永
五
年
（
一
八
五

二
）
以
降
の
勘
定
帳
の
一
覧
を
行
な
っ
て
い
る （

�）。
こ
の
一
覧
は
又
兵
衛
方

の
経
営
状
態
を
調
べ
、
実
情
を
把
握
し
た
上
で
今
後
の
経
営
方
針
を
立
て

る
意
味
と
、
併
せ
て
又
兵
衛
方
家
族
の
行
く
方
を
決
す
る
目
的
が
あ
っ
た

と
見
ら
れ
る
。
翌
一
四
日
に
は
、
又
兵
衛
方
の
別
家
六
名
と
本
家
大
黒
屋

の
経
営
幹
部
と
の
間
で
又
兵
衛
方
の
家
事
仕
法
が
話
し
合
わ
れ
、
一
六
日

に
は
京
店
に
又
兵
衛
方
通
勤
の
者
五
名
が
呼
寄
せ
ら
れ
て
「
改
革
之
一
条
」

が
申
し
渡
さ
れ
た （

�）。
こ
こ
で
の
決
定
事
項
は
一
括
し
て
後
に
「
霜
降
仕
法
」

と
呼
ば
れ
た
。「
霜
降
」
は
又
兵
衛
の
在
所
江
州
高
島
郡
霜
降
村
を
指
す
。

改
革
を
必
要
と
し
た
状
況
と
は
、
家
内
に
関
し
て
は
、
七
代
又
兵
衛
没

後
、
嫡
男
俊
造
以
外
は
女
ば
か
り
の
世
帯
と
な
り
、
そ
の
上
、
頼
み
の
綱

で
あ
る
又
兵
衛
の
弟
又
七
（
後
述
す
る
分
家
の
三
代
又
七
）
も
翌
四
年
に

病
気
の
た
め
急
逝
し
て
い
た （

�）。

家
業
に
関
し
て
は
、
富
沢
町
店
は
「
商
法
筋
不
都
合
」
の
た
め
、
相
談

の
上
「
一 ひ
と先 ま
ず引
払
閉
店
」
す
る
こ
と
に
な
る （

�）。「
商
法
筋
不
都
合
」
の
具

体
的
内
容
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
、
明
治
八
年
春
に
本
家
大

黒
屋
京
店
に
お
い
て
又
兵
衛
方
か
ら
提
出
さ
れ
た
精
算
目
録
等
を
一
覧
し

た
結
果
、
又
兵
衛
方
に
は
巨
額
の
「
諸
方
貸
金
」
と
「
損
金
」
の
あ
る
こ

と
が
露
顕
し
て
い
る （

�）。
つ
ま
り
、
幕
末
維
新
期
の
又
兵
衛
方
は
経
済
的
に

も
、
家
業
存
続
の
面
で
も
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

２
分
家
「
東
家
」
と
「
西
家
」

又
兵
衛
家
に
と
っ
て
の
不
運
は
、
頼
む
べ
き
分
家
に
も
当
時
適
当
な
人

材
が
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

又
兵
衛
家
で
は
幕
末
期
に
、
分
家
饗
庭
又
七
家
（
東
家
）
と
饗
庭
又
治

郎
家
（
西
家
）
の
二
家 （

�）が
創
設
さ
れ
た
。
饗
庭
又
七
家
は
又
兵
衛
の
弟 （

�）が

分
家
し
た
も
の
で
、
初
代
又
七
の
没
年
（
嘉
永
五
年
七
月
二
一
日
）
か
ら

見
て
、
又
七
は
六
代
亦
兵
衛
の
弟
と
考
え
ら
れ
る
。
又
七
家
を
「
東
家
」、
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又
治
郎
家
を
「
西
家
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
又
治
郎
も
六
代
亦
兵

衛
の
兄
弟
の
一
人
と
推
測
さ
れ
る
が
そ
の
点
の
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

両
家
の
創
設
は
又
兵
衛
家
の
安
泰
と
家
業
の
繁
栄
・
存
続
を
願
う
五
代
又

兵
衛
の
意
向
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
期
待
に
違
わ
ず
、
分
家
後
も

養
子
入
家
や
婚
姻
を
通
し
て
又
兵
衛
家
と
の
結
び
付
き
を
強
固
な
も
の
に

し
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
七
代
又
兵
衛
が
早
世
し
て
又
兵
衛
家
が
経
済
的
苦
境
に
立

た
さ
れ
た
頃
に
は
、
二
代
又
七 （

	）が
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
死
去
、
三

代
又
七
も
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
二
七
歳
の
若
さ
で
急
死
し
、
又
治
郎

家
の
方
も
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
定
薫
（
法
名
。
何
代
目
か
は
不
明
）

と
い
う
人
物
が
没
し
た
後
は
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
養
嗣
子
を

迎
え
る
ま
で
は
当
主
不
在
が
続
く
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
、
両
家
に
又
兵

衛
方
を
支
援
・
助
力
す
る
人
物
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

３
本
家
大
黒
屋
の
関
与

で
は
、
一
体
誰
が
こ
の
時
期
の
又
兵
衛
方
の
経
営
の
舵
取
り
を
行
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
っ
て
後
援
し
た
の
は
本
家
大
黒
屋
（
杉

浦
三
郎
兵
衛
家
）
、
実
動
の
中
心
人
物
は
又
兵
衛
方
の
奉
公
人
林
蔵
（
後

に
又
治
郎
家
を
相
続
）
と
見
ら
れ
る
。

大
黒
屋
杉
浦
三
郎
兵
衛
家
と
、
そ
の
別
家
で
あ
る
又
兵
衛
家
の
江
戸
期

の
本
家
別
家
関
係
に
つ
い
て
は
前
稿 （


）で
述
べ
た
が
、
明
治
期
以
降
も
両
家

の
関
係
は
維
持
さ
れ
続
け
た （

�）。
そ
の
厳
格
さ
の
一
端
は
本
家
大
黒
屋
に
よ

る
勘
定
帳
の
一
覧
に
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
一
覧
の
あ
と
、

又
兵
衛
家
の
家
内
、
お
よ
び
又
兵
衛
方
の
経
営
は
本
家
大
黒
屋
の
管
理
下

に
置
か
れ
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
本
家
大
黒
屋
の
関
与
は
管
理
面
に

限
ら
れ
、
実
際
の
経
営
は
本
家
大
黒
屋
の
信
任
を
得
た
又
兵
衛
方
奉
公
人

の
林
蔵
に
委
ね
ら
れ
た
。
順
を
追
っ
て
事
の
経
過
を
見
て
み
る
と
、
第
一

に
明
治
五
年
一
〇
月
、
又
兵
衛
方
奉
公
人
の
林
蔵
を
退
職
さ
せ
て
勤
番
役

に
就
け （

�）、
又
兵
衛
方
の
店
舗
を
監
督
さ
せ
る
と
と
も
に
幼
少
当
主
俊
造
の

後
見
役
と
し
た
。
第
二
に
、
明
治
八
年
五
月
に
林
蔵
を
東
京
へ
遣
っ
て
、

富
沢
町
店
引
き
払
い
後
の
精
算
目
録
を
作
成
さ
せ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

精
算
の
結
果
は
こ
の
節
の
１
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、

明
治
一
四
年
一
一
月
、
林
蔵
を
又
治
郎
と
改
名
し
て
又
治
郎
家
を
相
続
さ

せ
、
妻
に
は
故
七
代
又
兵
衛
の
娘
き
み
を
迎
え
た
。
す
な
わ
ち
、
結
果
的

に
こ
の
時
期
の
又
兵
衛
方
を
支
え
た
の
は
分
家
又
治
郎
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

五
明
治
初
期
に
お
け
る
大
黒
屋
又
兵
衛
大
阪
店
の
活
動

最
後
に
、
大
黒
屋
八
次
郎
（
＝
又
兵
衛
方
大
阪
店
）
が
関
わ
っ
た
事
業

に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
な
お
、
維
新
期
の
又
兵
衛
方
の
動
向
が
把
握
で

き
る
よ
う
表
３
に
又
兵
衛
と
八
兵
衛
・
八
次
郎
に
関
連
す
る
事
項
を
年
表

幕末維新期の大黒屋又兵衛11
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表３．饗庭又兵衛、および八兵衛・八次郎関連事項（年表）

出所）①『芝蘭遺芳』（本文の註27）413頁。②『芝蘭遺芳』141頁。③『浪速叢書』第９巻、1929年。所収、「要用

記 外国貿易会社」457頁。④『芝蘭遺芳』148頁。⑤前掲、『浪速叢書』第９巻、472頁。⑥前掲『浪速叢書』

第９巻、所収「貿易ニ関スル諸願書」451頁。⑦同前。⑧前掲『浪速叢書』第９巻、452頁。⑨『芝蘭遺芳』

171頁。⑩『芝蘭遺芳』174頁。⑪大阪薬種卸仲買商組合事務所出版『大阪薬種業誌』第３巻、1937年。74頁。

⑫本文の註26。

時期／名前 大黒屋 饗庭又兵衛 大黒屋 饗庭八兵衛・八次郎

嘉永・安政頃

嘉永５年

（1852）

嘉永６年

（1853）

安政４年

（1857）

明治元年

（1868）

明治２年

（1869）

明治３年

（1870）

明治５年

（1872）

明治６年

（1873）

明治９年

（1876）

明治11年

（1878）

明治16年（カ）

（1883）

６代亦兵衛、大坂に古着仕入

店開店

６代亦兵衛、死去。

会計基立金7,000両を拠出

（拠出額、高島郡内１位）

大津為替会社の社中となる。

９月、７代又兵衛、死去。

春、東京富沢町店を引払い、

閉店。

饗庭八兵衛の跡を相続。

「舶来物品問屋 備後町三丁

目 饗庭亦兵
（ママ）

衛」⑪

舶来物品商仲間に「東区備後

町三丁目、饗庭又兵衛」⑫

「和製砂糖引受問屋株帳」に大黒屋八兵衛の名前。

10月、唐物仲間「取締判形帳」に備後町五丁目 大黒屋八次

郎の名①

４月、大黒屋八次郎、唐物商組合の一員に選ばれる②

11／16「乍憚口上」（手広く商いを営む唐物仲間を届出たも

の）に「備後町５丁目、三田屋得兵衛支配借家、大黒屋八次

郎 代判 宗七」③

６月、饗庭八兵衛、「東京通商会社」肝煎に任命される。

11月、大阪神戸両元組商社「梅組」に大黒屋八次郎④

４／５「乍恐口上」（西洋形小車惣行司に関する届出）に「一

参番 備後町５丁目、大黒屋八治郎 代印 宗右衛門」⑤

５月「乍恐手続書ヲ以奉歎願候」（弐厘金について大阪貿易

元組商人から通商司への嘆願）に「道修町五丁目、大黒屋八

治郎 代判 宗右衛門」⑥。５／29「乍恐口上」（車休商の

届出）に備後町五丁目 大黒屋八治郎 代判 宗右衛門」⑦

６／28「乍恐口上」（西洋形小車の車税に関する届出）に

「弐輸 五番・六番 大黒屋八治郎」⑧

10月、大黒屋又兵衛大阪店（東大組第17区備後町通３町目饗

庭八次郎）の名を岩造、後に再度、八太郎に改める。

11月「大阪第一商社」の設立願書に饗庭八二郎⑨

１月、「大阪第一商社」開業。６／１「大阪第一商社」の

「備金覚」（出資金に関する書類）に饗庭八二郎⑩

１月、「大阪第一商社」解散。

３月、饗庭八兵衛、病死。（届出は明治13年12月）



に
し
た
。
八
次
郎
の
名
は
資
料
に
よ
り
八
治
郎
・
八
二
郎
等
と
記
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。

１
唐
物
商
組
合
（
明
治
元
年
三
月
）

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
＝
明
治
元
年
）
三
月
、
大
坂
・
神
戸
両
所
本
商

人
総
代
の
内
、
百
足
屋
又
右
衛
門
と
布
屋
猶
三
郎
が
そ
の
筋
よ
り
呼
び
出

さ
れ
、
来
た
る
べ
き
神
戸
開
港
の
際
、
外
国
人
と
の
売
買
取
引
に
あ
た
る

身
分
確
実
な
商
人
を
選
出
し
上
申
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る （

�）。
こ
の
時
、
従

来
の
唐
物
商
仲
間
か
ら
二
八
名
が
選
ば
れ
て
、
新
た
に
唐
物
商
組
合
が
組

織
さ
れ
た
。
大
黒
屋
八
次
郎
が
唐
物
仲
間
に
属
し
て
い
た
こ
と
は
前
に
述

べ
た
が
、
同
年
四
月
「
御
運
上
御
役
所
」
に
差
出
さ
れ
た
「
乍
恐
口
上
」

に
は
組
織
の
趣
意
や
運
営
方
法
と
二
八
名
の
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
に
大
黒
屋
八
次
郎
の
名
が
あ
る （

�）。

２
大
阪
神
戸
両
元
組
商
社
「
梅
組
」（

明
治
二
年
一
一
月
）

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
五
月
三
〇
日
大
阪
商
法
会
所
が
設
置
さ
れ
、

商
法
司
の
廃
止
後
は
通
商
司
の
下
で
大
阪
通
商
会
社
と
大
阪
為
替
会
社
が

設
立
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
通
商
会
社
は
内
外
商

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
に
あ
り
、
為
替
会
社
は
こ
れ
に
必
要
な
資
金
を
融

通
し
て
そ
の
事
業
に
援
助
を
与
え
、
併
せ
て
民
間
の
金
融
を
円
滑
な
ら
し

め
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た （

�）。
大
阪
通
商
会
社
は
通
商
司
が
勧
説
し
て
設
立
さ

せ
た
諸
種
の
商
社
を
総
轄
し
、
唐
物
仲
間
も
通
商
司
開
設
後
は
、
さ
ら
に

そ
の
下
に
作
ら
れ
た
貿
易
商
社
（
＝
元
組
商
社
）
の
活
動
へ
と
関
わ
っ
て

い
く
。

史
料
５ （

�）は
大
阪
神
戸
両
元
組
商
社
「
梅
組
」
の
社
中
で
あ
る
。
こ
の
中

に
大
黒
屋
八
次
郎
の
名
が
見
え
る
。
社
中
と
は
社
員
を
指
し
、
金
三
百
両

と
あ
る
の
は
各
々
が
差
出
し
た
身
元
金 （

�）で
あ
る
。

〔
史
料
５
〕

一
金
三
百
両
（
社
長
）
伏
見
町

小
西
屋
作
兵
衛

附
箋

一
金
三
百
両
（
管
事
）
元
天
満
町

布
屋
猶
三
郎

附
箋

一
金
三
百
両
（
執
事
）
備
後
町
五
丁
目
泉
屋
清
兵
衛

一
金
三
百
両

伏
見
町

百
足
屋
新
助

一
金
三
百
両

平
野
町
一
丁
目
大
黒
屋
六
之
助

附
箋

一
金
三
百
両

備
後
町
五
丁
目
大
黒
屋
八
次
郎

附
箋

一
金
三
百
両

雛
屋
町

大
黒
屋
宗
八

一
金
三
百
両

善
右
衛
門
町

布
屋
藤
助

附
箋

一
金
三
百
両

本
町
二
丁
目

布
屋
正
兵
衛

計
九
人
組

商
社
に
は
、
社
中
一
同
の
選
挙
に
よ
り
社
長
・
執
事
・
管
事
が
お
か
れ

た （

�）。
社
長
は
一
社
の
う
ち
身
許
相
応
で
人
望
の
あ
る
経
営
手
腕
の
あ
る
者

が
選
ば
れ
、
執
事
は
商
業
巧
者
で
諸
事
を
引
き
受
け
て
事
務
を
執
り
、
管

幕末維新期の大黒屋又兵衛13



事
は
世
話
方
と
し
て
営
業
上
諸
方
と
の
掛
合
い
等
を
行
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
職
務
分
担
も
明
確
に
な
さ
れ
て
い
た
が
、
史
料
５
の
社
長
小
西
屋
作

兵
衛
に
は
「
休
商
ニ
付
、
芝
川
奧
印
ヲ
以
テ
身
元
金
下
渡
す
ス
」
、
管
事

布
屋
猶
三
郎
と
大
黒
屋
六
之
助
・
大
黒
屋
八
次
郎
・
布
屋
藤
助
の
四
名
に

も
「
休
商
ニ
付
身
元
金
下
渡
ス
」
の
附
箋
が
あ
り （

�）、
社
長
以
下
主
な
メ
ン

バ
ー
が
事
業
か
ら
手
を
引
い
た
こ
と
が
判
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
「
梅
組
」

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
大
阪
神
戸
両
元
組
商
社
は
松
・
竹
・
梅
・
鶴
・

亀
の
五
組
と
壱
～
三
七
番
組
に
分
れ
、
総
人
員
二
八
九
名
に
も
達
し
た
が
、

そ
の
う
ち
中
途
退
社
は
二
〇
二
名
に
も
及
ん
だ
と
い
う （

�）。
し
か
も
、
こ
れ

ら
の
商
社
の
活
動
に
つ
い
て
は
「
何
等
記
録
の
徴 し
るす
べ
き
も
の
な
き （

�）」
状

態
で
、
通
商
司
の
廃
止
（
明
治
四
年
七
月
）
頃
ま
で
に
こ
れ
ら
の
商
社
は

漸
次
消
滅
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る （

�）。

３
大
阪
第
一
商
社
（
明
治
六
年
一
月
開
業
）

次
に
、
大
黒
屋
八
次
郎
が
参
画
し
た
の
が
大
阪
第
一
商
社
で
あ
る
。
大

阪
第
一
商
社
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
一
一
月
、
芝
川
又
右
衛
門
ら
が

同
志
と
と
も
に
創
立
し
た
商
事
会
社
で
、
そ
の
「
創
立
旨
マ

意 マ

書 （

�）」
に
よ
る

と
貿
易
事
業
は
小
規
模
な
も
の
か
ら
徐
々
に
規
模
を
拡
大
し
、
の
ち
に
は

海
外
進
出
も
視
野
に
入
れ
た
遠
大
な
構
想
で
あ
っ
た （

�）。
史
料
６ （

�）は
大
阪
第

一
商
社
の
設
立
願
書
で
あ
る
。

〔
史
料
６
〕
商
社
御
願

内
国
産
品
売
買
ハ
固
ヨ
リ
、
外
国
航
海
貿
易
社
創
立
仕
リ
、
追
日
盛

大
之
商
業
相
弘
メ
度
、
来
ル
一
月
一
日
ヨ
リ
開
肆
仕
大
阪
第
一
商
社

ト
号
シ
、
諸
社
ニ
協
力
致
シ
、
御
府
下
繁
栄
之
一
端
ニ
モ
相
成
候
様
、

私
共
談
合
取
結
候
ニ
付
規
則
万
端
之
儀
都
テ
御
指
揮
ヲ
受
ケ
、
御
条

例
固
ク
相
守
可
申
候
間
、
願
意
宜
敷
御
許
容
奉
願
上
候
恐
惶
謹
言

明
治
五
申
年
十
一
月

川
崎
孫
兵
衛

山
口
猶
三
郎

松
添
卯
兵
衛

榎
本
六
之
助

饗
庭
八
二
郎

芝
川
又
右
衛
門

大
阪
府
権
知
事
渡
辺
昇
殿

こ
の
商
社
の
中
心
的
人
物
芝
川
又
右
衛
門 （

	）を
は
じ
め
、
発
起
人
に
名
を

連
ね
た
の
は
江
戸
期
以
来
の
唐
物
商
や
貿
易
に
関
わ
り
の
あ
る
商
人
達
で
、

先
の
大
阪
神
戸
両
元
組
商
社
「
梅
組
」
社
中
に
重
複
す
る
人
物
や
そ
の
関

係
者
が
目
に
付
く
。
す
な
わ
ち
、
「
梅
組
」
社
中
の
布
屋
猶
三
郎
が
山
口

猶
三
郎 （


）、
同
様
に
大
黒
屋
六
之
助
が
榎
本
六
之
助 （

�）、
大
黒
屋
八
次
郎
が
饗

庭
八
二
郎
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
ま
た
、
松
添
卯
兵
衛 （

�）は
当
時
貿
易
品
と

し
て
取
扱
わ
れ
た
寒
天
の
卸
商
で
あ
る
。
川
崎
孫
兵
衛
に
関
し
て
は
不
明
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で
あ
る
。

大
阪
第
一
商
社
は
社
員
の
出
資
に
よ
り
運
営
さ
れ （


）た
。
取
扱
商
品
、
お

よ
び
営
業
状
態
は
史
料
７ （

�）に
明
ら
か
で
あ
る
。

〔
史
料
７
〕

右
記
の
如
き
形
式
（
「
社
中
規
則
」
第
二
條
を
指
す

�註
、
植
田
）

に
よ
り
第
一
回
出
資
を
六
年
六
月
一
日
、
第
二
回
を
八
年
一
月
一
日

に
徴
収
し
て
葉
烟
草
、
茶
、
米
穀
、
洋
反
物
、
洋
雑
貨
の
売
買
及
貸

金
、
為
替
等
の
業
務
を
営
み
し
が
成
績
挙
ら
ず
、
榎
本
は
七
年
十
一

月
、
松
添
は
八
年
一
月
各
退
社
し
け
れ
ば
、
翌
九
年
一
月
九
日
総
社

員
の
合
意
に
依
り
遂
に
解
散
せ
り
。
創
立
当
初
は
海
外
に
支
店
を
設

け
貿
易
は
元
よ
り
海
運
事
業
に
迄
手
を
延
す
べ
き
意
気
な
り
し
も
、

当
時
に
在
て
は
斯
か
る
事
業
を
担
当
す
べ
き
人
材
な
く
、
企
画
を
実

現
す
る
に
至
ら
ず
、
手
初
め
に
着
手
せ
し
内
地
の
事
業
も
亦
不
振
を

極
め
、
欠
損
相
次
ぎ
し
は
合
本
の
商
事
会
社
が
時
期
尚
早
な
り
し
か
、

当
局
に
適
材
な
か
り
し
か
、
将
た
運
営
宜
し
き
を
得
ざ
り
し
為
か
、

雄
図
空
し
く
大
損
失
に
終
り
し
は
遺
憾
と
云
ふ
べ
し
。

こ
の
よ
う
に
、
大
阪
第
一
商
社
で
も
中
途
退
社
す
る
者
が
出
て
、
結
局

明
治
九
年
一
月
に
は
解
散
し
た
。

明
治
初
期
の
又
兵
衛
方
大
阪
店
の
活
動
に
は
、
当
時
の
又
兵
衛
方
が
、

維
新
後
の
新
た
な
活
路
を
貿
易
業
に
見
出
そ
う
と
懸
命
で
あ
っ
た
こ
と
が

看
取
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
見
る
べ
き
成
果
も
挙
げ
ぬ
ま

ま
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
社
中
の
中
に
は
芝
川
又
右
衛
門
の
よ
う
に
、
そ
の

後
数
々
の
事
業
を
興
し
て
明
治
の
経
済
界
に
名
を
馳
せ
た
人
物
も
い
た
が
、

明
治
一
〇
年
代
以
降
の
番
付
の
評
価
を
思
い
起
こ
す
と
、
又
兵
衛
に
は
芝

川
の
よ
う
な
余
力
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

４
大
黒
屋
又
兵
衛
の
再
出
発

明
治
初
期
に
行
わ
れ
た
大
阪
で
の
貿
易
事
業
は
不
振
に
終
わ
る
が
、
大

阪
で
は
五
代
友
厚
ら
有
力
者
が
、
区
長
や
有
志
の
商
業
者
と
と
も
に
大
阪

商
法
会
議
所
の
設
立
を
企
図
し
、
明
治
一
一
年
八
月
二
七
日
に
は
設
立
の

免
許
を
得
、
九
月
二
日
に
は
第
一
回
総
会
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
提
出
さ

れ
た
「
商
業
仲
間
設
置
議
案
」
は
同
業
団
結
の
急
務
を
唱
道
し
、
ま
た
、

諸
商
も
速
や
か
に
こ
れ
に
応
じ
て
、
会
議
所
規
定
に
準
じ
た
規
則
を
設
け

て
多
く
の
仲
間
組
合
が
成
立
し
た （

�）。

そ
れ
ら
の
中
で
、
「

舶
来
物
品
商
仲
間
規
約
」
に
添
付
さ
れ
た
名
簿
に

は
饗
庭
又
兵
衛
の
名
が
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
こ
の
規
約
の
第
一
章
総

則
第
五
条 （

�）で
あ
る
。

〔
史
料
８
〕
第
五
条

同
業
仲
間
ニ
於
テ
ハ
一
名
ノ
営
業
鑑
札
ヲ
以
テ
支
店
或
ハ
出
店
ト
唱

ヘ
別
戸
分
店
ス
ル
ヲ
得
ス
。
親
属
ノ
者
ト
唯 （
雖
）モ

鑑
札
ヲ
貸
渡
ス
事
ヲ

禁
ス
。
若
二
三
男
或
ハ
傭
人
等
ヲ
シ
テ
分
店
シ
同
業
ヲ
営
ナ
マ
シ
メ
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ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
総
テ
他
人
ノ
新
ニ
加
入
ス
ル
ニ
均
シ
キ
手
数

ヲ
尽
シ
同
業
仲
間
中
ノ
一
人
ト
ス
ヘ
シ
。

こ
の
規
約
は
一
つ
の
営
業
鑑
札
に
よ
る
、
①
支
店
・
出
店
と
称
す
る
分

店
、
②
親
族
へ
の
鑑
札
の
貸
与
、
③
次
・
三
男
や
雇
人
に
よ
る
分
店
を
禁

じ
、
旧
弊
を
改
め
て
規
則
遵
守
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
当

時
の
商
人
に
こ
れ
ら
の
意
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
治
五
年
の
又

兵
衛
方
大
阪
店
店
名
前
の
一
件
（
三
節
の
２
）
に
も
明
ら
か
で
、
そ
の
対

応
の
曖
昧
さ
は
不
徹
底
の
謗
り
を
免
れ
な
い
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
考
え

る
と
、
第
五
条
の
規
定
は
、
又
兵
衛
方
に
と
っ
て
東
京
（
饗
庭
八
兵
衛
）・

大
阪
（
饗
庭
八
次
郎
）
両
店
の
名
前
を
饗
庭
又
兵
衛
に
改
め
る
一
つ
の
契

機
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

商
法
会
議
所
は
提
出
さ
れ
た
諸
仲
間
の
規
約
の
内
、
既
決
分
を
明
治
一

二
年
一
二
月
二
五
日
に
大
阪
府
の
勧
業
課
に
報
告
し
て
い
る
が （

�）、
そ
の
中

に
は
舶
来
物
品
仲
間
規
則
が
含
ま
れ
た
。
こ
の
点
を
加
味
し
て
「
商
社
頭

取
肝
煎
印
鑑
帳
」
の
記
述
を
思
い
起
こ
し
た
時
、
八
兵
衛
の
死
去
と
又
兵

衛
の
跡
目
相
続
に
つ
い
て
の
明
治
一
三
年
の
届
出
は
、
大
阪
商
法
会
議
所

に
よ
る
一
連
の
同
業
仲
間
結
成
の
動
き
に
呼
応
し
た
、
又
兵
衛
方
の
経
営

姿
勢
の
変
更
の
表
れ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
が
、
こ
の
推
測
の
是
非
は

後
考
に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
大
黒
屋
又
兵
衛
方
の
維
新
期
の
商
業
活
動
に

つ
い
て
以
下
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
よ
う
。

１
、
維
新
期
に
饗
庭
又
兵
衛
家
の
当
主
で
あ
っ
た
七
代
又
兵
衛
は
、
多
額

の
貸
金
・
損
金
を
抱
え
て
経
済
的
困
難
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め

商
い
の
拠
点
を
大
阪
備
後
町
へ
移
し
、
東
京
富
沢
町
店
は
明
治
五
年

に
閉
店
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
東
京
で
の
商
業
活
動
に
つ
い
て
は
不
明

だ
が
、
所
有
す
る
他
の
場
所
、
も
し
く
は
店
舗
を
借
り
る
形
で
貸
金

の
回
収
等
の
事
務
処
理
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

２
、
大
阪
備
後
町
店
に
つ
い
て
は
、
七
代
又
兵
衛
の
実
父
と
推
定
さ
れ
る

大
黒
屋
八
兵
衛
（
幕
末
期
に
大
坂
で
砂
糖
問
屋
を
経
営
、
の
ち
舶
来

物
渡
世
。
唐
物
商
大
黒
屋
八
次
郎
は
八
兵
衛
方
の
出
店
と
考
え
ら
れ

る
）
か
ら
又
兵
衛
に
譲
渡
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、
又
兵
衛
が
明
治
期
に

舶
来
物
品
商
を
営
む
の
は
こ
う
し
た
経
緯
に
因
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

３
、
維
新
期
の
又
兵
衛
が
商
業
関
連
史
料
の
中
で
、
東
京
で
は
大
黒
屋
饗

庭
八
兵
衛
、
大
阪
で
は
大
黒
屋
饗
庭
八
次
郎
、
そ
し
て
地
元
江
州
で

は
大
黒
屋
饗
庭
又
兵
衛
と
異
な
る
名
前
で
登
場
す
る
の
は
、
右
の
よ

う
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
又
兵
衛
は
維
新
後
の
新
た
な
活
路
を
貿
易
事
業
に
見
出
そ
う
と
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し
た
が
、
そ
れ
ら
は
失
敗
に
終
わ
る
。
こ
の
失
敗
で
又
兵
衛
が
ど
れ
ほ
ど

の
経
済
的
損
失
を
被
っ
た
か
は
不
詳
だ
が
、
そ
れ
が
又
兵
衛
方
の
経
営
状

態
を
一
層
厳
し
い
も
の
に
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
明

治
一
〇
年
代
以
降
の
又
兵
衛
方
の
商
い
に
つ
い
て
は
、
分
家
又
七
家
と
又

治
郎
家
の
商
業
活
動
も
含
め
、
後
日
改
め
て
検
討
し
た
い
。

幕末維新期の大黒屋又兵衛17

註

（
１
）
饗
庭
又
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
（
研
究
ノ
ー
ト
）
大
黒
屋
又
兵
衛

に
関
す
る
研
究
」
（
『
社
会
科
学
』
（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
第

八
二
号
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
）
を
参
照
。

（
２
）
大
黒
屋
杉
浦
三
郎
兵
衛
家
は
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
創
業
の
、
呉
服

太
物
小
間
物
類
を
取
り
扱
っ
た
商
家
で
あ
る
。
江
戸
期
に
は
京
店
（
本
店
）・

江
戸
石
町
店
・
江
戸
本
所
店
・
岐
阜
店
・
大
坂
店
の
五
店
舗
を
設
け
、
三

井
（
越
後
屋
）
・
島
田
（
蛭
子
屋
）
・
下
村
（
大
丸
）
・
岩
城
（
舛
屋
）
等

と
と
も
に
「
呉
服
拾
仲
間
廿
軒
組
」
の
一
員
で
あ
り
、
京
都
有
数
の
富
裕

商
人
で
あ
っ
た
。

（
３
）
又
兵
衛
は
大
黒
屋
二
代
杉
浦
三
郎
兵
衛
（
法
名
、
道
有
）
の
も
と
か
ら

別
家
し
た
が
、
そ
の
正
確
な
時
期
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
富
沢
町
店
開
業

時
（
享
保
三
年
）
の
又
兵
衛
の
年
令
は
四
〇
歳
で
、
杉
浦
大
黒
屋
の
平
均

別
家
年
令
も
ほ
ぼ
四
〇
歳
（
拙
稿
「
京
都
商
人
杉
浦
大
黒
屋
教
店
の
店
員

組
織
・
職
制
・
昇
進

江
戸
後
期
の
事
例
か
ら

」
『
社
会
科
学
』

第
七
二
号
、
二
〇
〇
四
年
二
月
。
一
〇
頁
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、

別
家
後
そ
れ
ほ
ど
時
を
経
ず
に
開
業
し
た
と
見
ら
れ
る
。

（
４
）
饗
庭
又
兵
衛
家
の
六
代
は
亦
兵
衛
（
法
名
、
定
敬
）
で
、
「
亦
」
の
字

が
使
わ
れ
て
い
る
。

（
５
）
「
嘉
永
七
寅
年
七
月
改
正

御
江
戸
持
丸
長
者
連
名
」
（
林
英
夫
・
芳

賀
登
編
『
番
付
集
成
』
上
、
柏
書
房
・
人
文
社
、
一
九
七
三
年
。
一
八
二

～
三
頁
）。

（
６
）
大
黒
屋
坂
江
吉
右
衛
門
は
江
州
高
島
郡
太
田
村
出
身
の
商
人
で
、
大
黒

屋
二
代
杉
浦
三
郎
兵
衛
の
も
と
で
奉
公
し
た
の
ち
分
家
を
許
さ
れ
江
戸
通

油
町
に
店
を
構
え
た
。
取
扱
商
品
は
表
２
参
照
。

（
７
）
滋
賀
県
高
島
郡
教
育
会
編
纂
兼
発
行
『
高
島
郡
誌
』
一
九
二
七
年
。
七

八
一
頁
。
同
書
に
は
「
七
千
両

霜
降
饗
庭
又
兵
衛
」
と
あ
り
屋
号
は

記
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
又
兵
衛
は
江
戸
富
沢
町
に
店
舗
を
設
け
た
が

住
居
は
在
所
の
江
州
高
島
郡
霜
降
村
に
定
め
、
江
戸
期
に
は
こ
こ
を
動
か

な
か
っ
た
。

（
８
）
マ

イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
版
『
大
隈
文
書
』
（
早
稲
田
大
学
）
Ａ
３
０
６
１

「
明
治
二
年
東
京
市
中
各
種
問
屋
組
合
仲
買
人
書
上
帳
」。

（
９
）
岩
崎
宏
之
「
明
治
維
新
期
の
東
京
に
お
け
る
商
人
資
本
の
動
向

東

京
商
社
を
中
心
に
し
て

」
（
西
山
松
之
助
編
『
江
戸
町
人
の
研
究
』

第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
所
収
。
五
六
七
頁
）。

（

10）
岩
崎
、
前
掲
論
文
。
五
六
八
頁
。

（

11）
大
津
市
役
所
編
輯
蒹
発
行
『
大
津
市
史
』
中
巻
、
一
九
四
二
年
。
九
五

～
六
頁
。

（

12）
岩
崎
、
前
掲
論
文
。
五
九
七
頁
。

（
13）

「
明
治
二
年
名
前
帳
」
の
「
舶
来
品
取
扱
渡
世
」
の
帳
に
は
三
三
名
が

記
さ
れ
て
い
る
が
饗
庭
八
兵
衛
の
名
は
な
い
。

ま
た
、
「

元
通
町
組
・

内

店
組
・
内
合
組
小
間
物
問
屋
合
併
仕
」
と
記
さ
れ
た
帳
に
は
、
仮
組
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も
含
め
一
七
七
人
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
は
「
舶
来
革
類
扱
」

「
舶
来
品
扱
」
と
添
書
き
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
八
兵
衛
の

名
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（

14）
「
江
戸
商
人
名
前
一
覧

江
戸
時
代
後
期
を
中
心
と
し
た

」

『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
六
号
、
一
九
七
二
年
。

（

15）
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
、
本
五
三
九

－

一
「
商
社
頭
取
肝
煎
印
鑑
帳
」。

（

16）
「
明
治
６
年

第
一
大
区
５
・
６
・
１
３
・
１
４
小
区
沽
券
図
」
（
東

京
都
中
央
区
立
京
橋
図
書
館
編
集
・
発
行
『
中
央
区
沿
革
図
集
』
日
本
橋

篇
、
平
成
七
年
。
所
収
）
。
な
お
、
大
村
五
左
衛
門
は
東
京
通
商
会
社
役

員
の
一
人
で
屋
号
は
大
野
屋
、
住
所
は
霊
岸
島
銀
町
四
丁
目
、
業
種
は
下

り
糠
・
麻
苧
・
船
具
問
屋
で
あ
る
（
岩
崎
、
前
掲
論
文
。
五
九
〇
頁
）。

（

17）
明
治
六
年
時
点
で
饗
庭
又
兵
衛
は
、
日
本
橋
周
辺
で
は
田
所
町
と
本
石

町
四
丁
目
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
（
註
１
の
拙
稿
一
四
頁
の
表
３
参
照
）。

（

18）
七
代
饗
庭
又
兵
衛
（
法
名
、
定
篤
）
は
明
治
三
年
九
月
一
二
日
、
三
三

歳
没
。
又
兵
衛
の
没
時
に
嫡
男
俊
造
は
二
歳
。

（

19）
樋
口
弘
『
本
邦
糖
業
史
』
味
燈
書
屋
、
一
九
四
三
年
。
三
五
九
頁
。
天

保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
和
製
砂
糖
問
屋
に
命
じ
ら
れ
た
の
は
四
三
名
で

あ
る
が
、
大
黒
屋
八
兵
衛
の
名
が
見
え
る
の
は
和
製
砂
糖
問
屋
連
名
八
四

名
が
載
せ
ら
れ
た
天
保
七
年
作
成
の
「
條
目
帳
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、

「
こ
の
帳
面
は
連
名
中
に
貼
紙
等
も
相
当
あ
り
、
嘉
永
安
政
頃
の
問
屋
名

前
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
」
（
同
書
三
五
八
頁
）
と
の
注
意
書
き
が
あ
る

た
め
、
本
文
中
で
も
そ
の
立
場
を
と
っ
た
。

（

20）
樋
口
、
前
掲
書
、
「
第
五
篇

徳
川
時
代
の
大
阪
砂
糖
市
場
」
三
一
九

～
四
二
一
頁
。

（

21）
当
時
の
砂
糖
に
は
、
唐
紅
毛
糖
（
清
蘭
両
商
人
に
よ
る
長
崎
渡
の
も
の
）・

黒
糖
（
島
津
藩
取
扱
い
の
琉
球
・
大
島
の
黒
糖
）
・
和
糖
（
＝
和
製
糖
。

島
津
取
扱
い
以
外
の
諸
国
藩
内
で
産
す
る
も
の
）
の
三
種
類
が
あ
り
、
和

糖
の
産
地
は
讃
岐
・
阿
波
・
土
佐
等
の
四
国
産
を
主
体
に
、
和
泉
・
紀
伊
・

備
前
・

肥
後
・
日

向
等

各
地

域
に

渉
っ
て
い
た
（
『
な
に

わ
（

浪
華
）
の

さ
と
（
砂
糖
）
の

も
の
が
た
り
（

物
語
）

戦
前

ま
で
の
大
阪
糖
業

史
』（『
糖
華
』
第
一
四
巻
第
五
五
号

別
冊
、
一
九
七
〇
年
四
月
）
九
頁
）。

（

22）
各
地
で
産
出
さ
れ
た
和
糖
は
各
藩
の
大
阪
蔵
屋
敷
に
送
ら
れ
る
以
外
に
、

産
地
で
船
頭
に
委
託
し
て
大
阪
の
砂
糖
仲
買
に
販
売
さ
れ
た
。
し
か
し
、

和
糖
の
廻
着
高
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、
水
揚
場
所
で
あ
る
大
阪
西
道
頓
堀

や
堀
江
一
帯
の
河
岸
に
和
製
砂
糖
を
荷
受
す
る
者
が
軒
を
連
ね
る
よ
う
に

な
り
、
船
宿
を
兼
ね
て
荷
受
業
を
営
む
者
が
出
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
荷
受

業
者
と
呼
ぶ
（
樋
口
、
前
掲
書
、
三
四
六
～
七
頁
）。

（

23）
樋
口
、
前
掲
書
、
四
八
二
頁
。

（

24）
和
糖
問
屋
に
関
し
て
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
六
月
、
大
阪
商
法

会
所
は
商
業
専
売
の
弊
を
矯
正
す
る
目
的
で
「
商
株
人
数
増
加
自
由
た
る

べ
し
」
と
の
達
を
出
す
が
、
組
合
か
ら
は
組
合
存
置
の
陳
情
が
な
さ
れ
、

結
局
明
治
三
年
九
月
、
大
阪
府
は
市
中
に
厳
達
し
、
商
標
の
解
除
を
命
じ
、

組
合
名
簿
を
悉
く
焼
き
棄
て
、
法
律
上
「
商
株
」
は
消
滅
し
た
。
和
糖
問

屋
は
、
明
治
六
年
に
は
「
大
阪
砂
糖
問
屋
組
合
」
の
設
置
を
府
に
請
願
し
、

明
治
一
八
年
二
月
大
阪
砂
糖
商
組
合
が
組
織
さ
れ
た
。（
前
掲
、『
な
に
わ

（
浪

華
）
の

さ
と
（
砂
糖
）
の

も
の
が
た
り
（

物
語
）

戦
前

ま

で
の
大
阪
糖
業
史
』
三
六
頁
）

（
25）

名
前
の

確
認
に
は
「
砂
糖
問
屋
業

仲
間

規
約
」
（
大
阪

経
済
史
料
集
成

刊
行
委
員
会
編
『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第
七
巻
、
大
阪
商
工
会
議
所
発

行
、
一
九
七
五
年
。
六
四
～
七
六
頁
）、
お
よ
び
「
砂
糖
商
仲
間
規
約
書
」
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（
同
書
、
同
巻
、
七
八
～
九
五
頁
）
に
添
付
さ
れ
た
名
簿
を
用
い
た
。

（

26）
「
舶
来
物
品
商
仲
間
規
約
」（
前
掲
『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第
九
巻
、

一
九
七
六
年
。
四
九
九
頁
。）

（

27）
津
枝
謹
爾
編
輯
『
芝
蘭
遺
芳
』
芝
川
又
四
郎
発
行
（
非
売
品
）
、
一
九

四
四
年
。
四
一
三
頁
。

（

28）
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
『
杉
浦
家
歴
代
日
記
』
明
治
五
年
一
〇
月

四
日
の
条
。
『
杉
浦
家
歴
代
日
記
』
は
、
大
黒
屋
饗
庭
又
兵
衛
の
本
家
に

当
た
る
京
都
の
商
家
大
黒
屋
杉
浦
三
郎
兵
衛
家
の
当
主
（
時
期
に
よ
り
代

筆
の
部
分
あ
り
）
の
記
し
た
日
記
で
、
商
家
の
日
々
の
記
録
や
家
内
の
出

来
事
が
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。
本
文
中
で
は
「
日
記
」
と
略
記
し
た
。

（

29）
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
編
集
、
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
２
８
巻

『
大
阪
府
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。
四
五
一
頁
。

（

30）
岩
造
（
＝
岩
蔵
）
は
六
代
饗
庭
亦
兵
衛
の
次
男
で
、
当
時
又
兵
衛
方
の

本
家
で
あ
る
大
黒
屋
（
杉
浦
三
郎
兵
衛
）
の
京
店
で
奉
公
中
で
あ
っ
た
。

（

31）
「

�」
は
「
育
」
で
養
育
の
意
。
「

�」
の
字
を
確
認
で
き
る
京
都
府

戸
籍
仕
法
書
（
明
治
元
年
）
は
、
明
治
二
年
六
月
四
日
の
民
部
官
達
に
よ
っ

て
全
国
府
県
に
達
せ
ら
れ
た
。
表
紙
に
「
何
京
何
番
組
戸
籍
」
と
書
か
れ

た
中
に
、
「
一

御
咎
に
て
町
退
の
者
は
名
前
の
上
へ
年
月
日
町
退
何
所

何
某
へ
渡
と
記
点
を
掛
請
方
に
は
名
前
を
記
し
上
へ
年
月
日
何
所
町
退
何

某
よ
り
請
と
記
し

�む
者
の
戸
籍
へ
入
流
罪
は
年
月
日
流
罪
を
記
し
名
前

へ
点
を
掛
」
と
い
う
一
条
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
村
退
、
町
退
、
国
退
等
の

者
を
引
請
け
養
育
す
る
者
の
戸
籍
に
入
れ
る
と
い
う
箇
条
で
あ
る
が
、
里

子
、
捨
子
に
も
適
用
さ
れ
た
」
と
い
う
（
新
見
吉
治
『
壬
申
戸
籍
成
立
に

関
す
る
研
究
』
巌
南
堂
書
店
、
一
九
七
九
年
第
二
刷
（
一
九
五
九
年
第
一

刷
）。
二
三
、
お
よ
び
五
〇
三
～
六
頁
）。

ま
た
、
中
野
卓
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
明
治
元
年
京
都

府
戸
籍
司
法
書
及
同
戸
籍
雛
形
に
お
い
て
は
、
「
他
所
ヨ
リ
為
稼
来
往
ノ

者
」
同
様
「
年
季
奉
公
稼
ノ
者
」
は
、『
他
処
入
来
住
奉
公
人
雇
入
仕
法
』

に
よ
り
、『
市
中
戸
籍
仕
法
』
の
一
般
の
記
載
と
は
区
別
し
て
、「
奉
公
人

名
録
」
に
記
載
さ
せ
た
が
、
「
年
季
奉
公
」
と
は
い
っ
て
も
そ
れ
は
「
他

所
ヨ
リ
年
限
リ
奉
公
ト
シ
テ
罷
越

候
モ
ノ
」
を
さ
し
た
か
ら
、
戸
籍
記
載

雛
形
に
は
戸
主
と
の

続
柄
を
記
す

個
所
に
、
「

�」
と
い
う

続
柄
を
認

め

て
い
た
。
（
中
略
）
「

�」
（
育
）
は
の

ち
に
「

附
籍
」
と
い
う
表

現
で

届

け
出
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
や
が
て
「
寄
留
」
扱
い
と
な
り
、

そ
れ
も
届
出
が
お
こ
た
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
と
い
う
経
過
を
辿
る

の
で
あ
る
。」（
中
野
卓
『
商
家
同
族
団
の
研
究
』
未
来
社
、
一
九
六
四
年
。

一
五
五
～
六
頁
）。

（

32）
前
掲
、『
杉
浦
家
歴
代
日
記
』
明
治
五
年
一
〇
月
一
四
日
の
条
。

（

33）
六
代
亦
兵
衛
に
は
少
な
く
と
も
二
人
の
男
子
の
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

て
い
る
、
し
か
し
、
事
情
が
あ
っ
た
の
か
二
人
と
も
又
兵
衛
家
を
相
続
し

て
い
な
い
。

（

34）
前
掲
、『
杉
浦
家
歴
代
日
記
』
嘉
永
六
年
九
月
二
六
日
の
条
。

（

35）
同
志
社
大
学
経
済
学
部
所
蔵
「
京
都
商
家
文
書
」
整
理
番
号
８
０
。
明

治
五
年
二
月
一
三
日
の
条
。

（

36）
前
掲
、
「
京
都
商
家
文
書
」

整
理
番

号
８

０
。
明
治
五
年
二
月
一
六
日

の
条
。

（

37）
「
日
記
」
明
治
四
年

辛
未
七
月
二
六
日
の
条
。
（
京
都
府
立
総
合
資
料

館
所
蔵
『
竹
下
氏
旧
蔵
京
都
関
係
文
書
』）

（

38）
「
東
京
出
店
富
沢
丁
店
之
義
商
法
筋
不
都
合
在
之
、
不
止
得
相
談
之
上
、

去
ル
明
治
第
五
年
春
右
店
一
先
引
払
閉
店
致
。
其
後
精
算
目
録
等
当
方
へ
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可
差
出
旨
申
置
候
所
、
彼
是
延
引
当
春
持
参
致
一
覧
候
所
、
諸
方
貸
金
、

并
、
損
金
等
広
大
之
事
。
依
之
可
相
尋
候
所
不
明
分
成
答
、
以
之
外
之
次

第
也
。
（
下
略
）
」
と
あ
る
。
（
前
掲
『
杉
浦
家
歴
代
日
記
』
明
治
八
年
五

月
六
日
の
条
）
。
な
お
、
明
治
六
年
の
沽
券
図
で
は
又
兵
衛
は
富
沢
町
に

地
所
を
所
有
し
て
お
ら
ず
、
明
治
五
年
の
「
一
先
引
払
閉
店
」
は
、
富
沢

町
店
の
売
却
を
意
味
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

39）
前
掲
、『
杉
浦
家
歴
代
日
記
』
明
治
八
年
五
月
六
日
の
条
。

（

40）
こ
の
両
家
か
ら
も
又
兵
衛
家
の
本
家
に
当
た
る
大
黒
屋
（
杉
浦
三
郎
兵

衛
家
）
へ
奉
公
に
あ
が
っ
て
お
り
、
退
店
し
て
独
立
後
は
又
兵
衛
方
の
商

い
に
も
関
わ
っ
た
模
様
で
あ
る
。
明
治
期
に
は
京
都
で
薬
業
（
売
薬
）
を

営
み
、
又
兵
衛
方
の
家
業
（
舶
来
物
品
商
）
と
の
接
点
も
認
め
ら
れ
る
。

（

41）
又
兵
衛
の
弟
で
あ
る
こ
と
は
過
去
帳
か
ら
判
明
し
て
い
る
が
、
何
代
目

の
弟
で
あ
る
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（

42）
二
代
又
七
は
過
去
帳
に
「
二
代
目
饗
庭
又
七
事
、
又
兵
衛
長
男
（
定
周
）」

と
記
さ
れ
、
「
二
代
目
」
と
「
又
兵
衛
長
男
」
の
部
分
は
朱
筆
で
線
が
引

か
れ
消
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
の
子
細
は
不
明
で
、
他
に
二
代
又
七
と
目

さ
れ
る
人
物
も
見
え
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
二
代
又
七
と
し

て
お
く
。

（

43）
前
掲
、
拙
稿
「
（
研
究
ノ
ー
ト
）
大
黒
屋
又
兵
衛
に
関
す
る
研
究
」
参

照
。

（

44）
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
七
代
又
兵
衛
の
嫡
男
俊
造
（
後
の
八
代
又
兵
衛
）

は
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
九
月
九
日
よ
り
本
家
大
黒
屋
京
店
へ
奉

公
に
あ
が
っ
て
い
る
。

（

45）
前
掲
、『
杉
浦
家
歴
代
日
記
』
明
治
五
年
一
〇
月
二
二
日
の
条
に
、「
林

蔵
、
今
般
願
之
通
無
滞
暇
遣
、
八
ケ
年
勤
。
例
外
な
が
ら
格
別
之
意
味
を

以
、
目
録
に
て
金
十
五
円
遣
候
事
。
今
般
霜
降
改
革
ニ
付
は
林
蔵
義
、
本

家
又
兵
衛
方
勤
番
役
申
付
候
事
（
下
略
）」
と
あ
る
。
以
後
、「
大
林
蔵
」

と
記
さ
れ
て
お
り
又
兵
衛
方
の
別
家
と
し
て
大
黒
屋
の
屋
号
が
許
さ
れ
た

も
の
と
見
ら
れ
る
。

（

46）
前
掲
、『
芝
蘭
遺
芳
』
一
三
七
～
八
頁
。

（

47）
前
掲
、『
芝
蘭
遺
芳
』
一
四
一
頁
。

（

48）
菅
野
和
太
郎
『
幕
末
維
新
経
済
史
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六

一
年
。
二
五
八
頁
。

（

49）
前
掲
、『
芝
蘭
遺
芳
』
一
四
八
～
九
頁
。

（

50）
通
商
会
社
の
社
中
は
分
限
に
応
じ
て
差
加
金
（
一
名
身
元
金
）
を
醵
出

す
る
義
務
を
負
っ
た
。
通
商
会
社
は
こ
の
差
加
金
を
会
社
の
元
備
金
と
し
、

こ
れ
を
安
全
に
利
殖
す
る
た
め
為
替
会
社
へ
預
け
入
れ
た
。
社
中
の
資
格

に
は
制
限
が
な
く
、
大
阪
府
外
の
者
で
も
身
元
調
査
の
う
え
加
入
を
許
さ

れ
た
。
商
社
へ
加
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
分
限
に
応
じ
て
身
元
金
を
醵
出

し
、
加
入
者
並
び
に
身
元
金
が
確
定
し
て
い
よ
い
よ
商
社
が
成
立
す
れ
ば
、

証
書
を
作
製
し
て
そ
れ
に
社
中
一
同
が
調
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
菅
野
、
前
掲
書
、
二
五
九
お
よ
び
二
六
二
頁
。）

（

51）
「
商
社
心
得
」（『
明
治
大
正
大
阪
市
史
』
第
七
巻
史
料
篇
、
日
本

評
論
社
、
一
九
三
三
年
）
五
七
九
～
五
八
一
頁
。

（

52）
前
掲
、『
芝
蘭
遺
芳
』
一
四
八
頁
。
附
箋
が
付
け
ら
れ
た
時
期
は
不
明
。

（

53）・（

54）
前
掲
、『
芝
蘭
遺
芳
』
一
五
三
頁
。

（

55）
宮
本
又
次
「
明
治

初
年
大

阪
の

市
中
商
社
と

貿
易
商
社
」
（

宮
本
又
次

編
『
上
方
の
研
究
』
第
二
巻
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
）
所
収
、
二

六
〇
頁
。

（

56）
前
掲
、『
芝
蘭
遺
芳
』
一
七
二
頁
。
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（

57）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
「
大
阪
府
へ
海
外
渡
航
の
手
続
等
を
問
ひ
合
は

し
た
記
録
が
芝
川
家
に
残
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
。
福
良
竹
亭
「
新
大
阪
建

設
と
大
阪
商
人
」（
前
掲
、『
芝
蘭
遺
芳
』
四
七
四
頁
）。

（

58）
前
掲
、『
芝
蘭
遺
芳
』
一
七
一
頁
。

（

59）
こ
の
人
物
は
初
代
芝
川
又
右
衛
門
（
雅
号
、
百
々
）、
屋
号
は
百
足
屋
。

「
１
、
唐
物
商
組
合
」
に
百
足
屋
又
右
衛
門
と
あ
る
の
も
同
人
。
芝
川
家

の
先
祖
芝
川
多
仲
は
対
馬
の
豪
族
で
、
後
年
京
都
に
住
み
医
を
業
と
し
た
。

二
代
目
は
娘
わ
か
に
婿
養
子
新
六
（
江
州
高
宮
出
身
。
京
都
室
町
の
呉
服

商
百
足
屋
奥
田
仁
左
衛
門
の
手
代
。
大
坂
淀
屋
橋
筋
浮
世
小
路
の
同
家
支

店
に
お
い
て
同
じ
く
呉
服
商
を
営
み
分
離
〔
家
号
、
百
足
屋
〕
）
を
迎
え

た
。
三
代
目
も
長
女
た
き
に
婿
養
子
（
店
員
の
藤
助
。
後
、
新
助
と
改
名
）

を
迎
え
、
天
保
八
年
頃
に
は
伏
見
町
四
丁
目
に
居
住
し
て
新
た
に
唐
物
類

の
営
業
を
開
始
し
、
以
来
代
々
こ
れ
を
家
業
と
す
る
。
三
代
目
に
は
新
三

郎
・
き
ぬ
・
こ
と
の
一
男
二
女
が
あ
っ
た
が
、
新
三
郎
は
治
郎
兵
衛
と
改

名
し
て
別
に
一
家
を
た
て
た
。
そ
し
て
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
一
二

月
長
女
き
ぬ
の
婿
養
子
と
な
っ
た
の
が
初
代
芝
川
又
右
衛
門
（
中
川
重
右

衛
門
の
二
男
）
で
、
翌
嘉
永
五
年
分
家
し
て
伏
見
町
（
大
阪
市
東
区
伏
見

町
）
で
唐
小
間
物
業
を
開
始
す
る
。
慶
応
の
頃
か
ら
洋
反
物
を
輸
入
し
は

じ
め
、
洋
銀
売
買
に
も
手
を
出
し
て
神
戸
に
両
替
店
を
開
い
た
（
営
業
期

間

�明
治
元
年
一
月
～
同
三
年
一
二
月
）
。
ま
た
、
大
阪
中
之
島
で
来
屋 （
谷
）

復
平
の
名
で
も
っ
て
貿
易
専
門
の
両
替
店
（
の
ち
伏
見
町
四
丁
目
に
移
転
。

明
治
五
年
閉
店
）
を
営
ん
だ
。
な
お
、
二
女
こ
と
に
は
中
川
重
右
衛
門
の

三
男
彦
兵
衛
を
婿
養
子
に
迎
え
、
新
助
を
襲
名
し
て
宗
家
を
継
が
せ
た
が
、

こ
の
人
が
〔
史
料
５
〕
の
百
足
屋
新
助
と
思
わ
れ
る
。
（
前
掲
『
芝
蘭
遺

芳
』
第
二
編
芝
川
家
々
系
、
お
よ
び
第
三
編
百
々
翁
の
生
立
、
参
照
）。

（

60）
山
口
家
の
祖
先
は
代
々
奈
良
に
住
む
農
家
で
あ
っ
た
が
、
大
坂
の
呉
服

小
売
商
に
奉
公
し
た
半
兵
衛
が
の
ち
に
背
負
い
の
呉
服
商
と
し
て
独
立
。

二
代
目
半
兵
衛
の
次
男
で
あ
る
初
代
吉
郎
兵
衛
が
、
文
政
七
年
春
に
分
家

し
て
唐
反
物
商
（
舶
来
反
物
商
）
を
始
め
布
屋
の
基
礎
を
築
い
た
。
初
代

吉
郎
兵
衛
の
子
が
皆
若
死
し
た
た
め
二
代
目
に
は
妻
の
弟
古
山
仁
兵
衛
を

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
一
五
歳
の
時
に
養
子
と
し
、
実
兄
の
娘
と
結
婚

さ
せ
て
家
督
を
譲
渡
。
山
口
楢 （
マ
マ
）三
郎
は
こ
の
二
代
目
の
娘
寿
賀
の
夫
で
貿

易
業
を
営
ん
で
い
た
。
（
三
島

康
雄
『
阪
神

財
閥

野
村
・
山
口
・
川

崎
』

日
本

経
済
新

聞
社
、
一

九
八
四
年
。
一

九
九
～
二

〇
一
、
二
一

四
頁
）。
な
お
、
同
書
で
は
猶
三
郎
で
は
な
く
楢
三
郎
と
な
っ
て
い
る
が
、

・
・

楢
三
郎
が
貿
易
業
に
従
事
し
て
い
る
点
、
芝
川
家
と
の
関
係
（
楢
三
郎
の

妻
寿
賀
の
妹
陸 り
くが
二
代
目
芝
川
又
右
衛
門
の
後
妻
と
な
っ
て
い
る
（
前
掲
、

『
芝
蘭
遺
芳
』
二
一

九
頁
参
照
。
三
島
前
掲

書
に

荒
川
又
右
衛
門
と
あ
る

・

が
誤
植
ヵ
））
か
ら
、
山
口
楢
三
郎
＝
山
口
猶
三
郎
と
考
え
た
。

（

61）
榎
本
六
之
助
と
は
豪
商
榎
本
六
兵
衛
で
あ
る
。
榎
本
六
兵
衛
の
令
息
榎

本
六

輔
氏
（
『
史

談
会

速
記
録
』
第
一

九
一

輯
（
史

談
会
）
明
治
四
二
年

一
月
発
行
。
二
〇
～
三
七
頁
。
こ
れ
は
明
治
四
一
年
一
一
月
一
六
日
に
集

録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
）
に
よ
る
と
、

榎
本
六
兵
衛
は
江
戸
新

和
泉
町

の
豪
商
で
屋
号
は
大
黒
屋
、
通
称
「
大 だ
い六 ろ
く」（
大
黒
屋
六
兵
衛
）。

質
商
及

び
呉
服
唐
物
商
、
金
銀
座
用
達
、
ま
た
、
加
州
や
長
州
等
諸
大
名
用
達
を

営
む
。
明
治
戊
辰
の
際
、
大
総
督
府
の
内
示
に
応
じ
て
金
二
万
両
を
献
納
。

大
阪
・
横
浜
・
静
岡
・
函
館
・
小
樽
・
札
幌
に
支
店
を
も
ち
、
横
浜
店
は

伊
豆
倉
と
称
し
た
（
横
浜
支
店
が
伊
豆
倉
と
呼
ば
れ
て
い
た
点
に
関
し
て

は
、『
大
村
益
次
郎
』
肇
書
房
、
一
九
四
四
年
。
三
〇
八
頁
）。
明
治
二
年

二
月
二
五
日
通
商
司
が
設
置
さ
れ
、
商
法
司
の
下
の
貿
易
商
社
が
東
京
通



社会科学 85号 22

商
会
社
と
し
て
再
編
さ
れ
た
時
、
役
員
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
榎
本
六

兵
衛
の
名
の
他
に
、
大
阪
で
は
榎
本
六
之
助
、
横
浜
で
は
榎
本
六
助
、
青

森
で
は
榎
本
組
・
榎
本
六
造
、
大
国
屋
六
助
な
ど
様
々
な
名
前
で
活
躍
し

た
。
明
治
三
〇
年
没
。
な
お
、『
明
治
過
去
帳
』（
東
京
美
術
、
一
九
七
一

年
新
訂
初
版
。
三
四
四
頁
）
に
は
、
榎
本
六
兵
衛
は
千
葉
県
鴨
川
の
産
で
、

江
戸
に
出
て
巨
万
の
富
を
得
、
汽
船
帆
船
を
購
入
し
て
商
業
を
営
ん
だ
と

い
う
。
そ
し
て
、
大
隈
大
蔵
卿
の
頃
小
野
組
余
波
の
為
に
倒
産
し
、
明
治

二
四
年
没
と
さ
れ
る
。

（

62）
松
添
卯
兵
衛
は
大
阪
道
修
町
（
大
阪
市
道
修
町
東
堀
南
へ
入
）
で
寒
天

卸
商
を
営
む
（
明
治
一
五
年
「
商
工
技
芸
浪
華
の
魁
」（『
絵
で
見
る
明
治

商
工
便
覧
』
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
七
年
所
収
。
二
二
頁
）
。
ま
た
、
渋

谷
隆
一
編
『
明
治
期
日
本
全
国
資
産
家
地
主
資
料
集
成
Ⅰ
』
柏
書
房
、
一

九
八
四
年
の
「
日
本
全
国
商
工
人
名
録
」（
明
治
三
一
年
）
の
内
、「
大
阪

市
商
工
人
名
」
に
も
「
寒
天
商
松
卯
松
添
卯
兵
衛
東
区
道
修
町
一

丁
目
」
（
三
九
四
頁
）
と
あ
る
。
当
時
、
寒
天
は
「
本
邦
の
特
産
に
し
て

他
国
に
其
の
類
を
見
ざ
る
以
つ
て
貿
易
品
と
し
て
亦
有
数
た
る
を
見
る
」

（
大
阪
府
編
『
大
阪
府
誌

第
三
編
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
〇
年
（
複

刻
）
。
九
四
〇
～
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
貿
易
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
東
区
道
修
町
の
小
西
藤
兵
衛
が
製
織
を
始
め
、
機
械
の
改
良
・
製

法
の
研
究
が
進
め
ら
れ
た
莫
大
小

め
り
や
す製
品
を
、
松
添
卯
兵
衛
ら
は
「
神
戸
在

留
米
一
番
商
館
を
経
て
米
国
に
輸
出
」
し
た
と
さ
れ
る
（
大
阪
市
史
編
纂

所
編
集
『
大
阪
市
史
史
料
第
七
輯
』
一
九
八
二
年
。
一
四
二
頁
）。

（

63）
社
中
規
則
（
全
二
十
三
條
）
の
第
二
條
に
、
「
社
中
基
立
金
ト
シ
テ
一

名
貮
萬
円
ヅ
ツ
備
ヘ
置
候
事
」
と
あ
る
（
前
掲
、
『
芝
蘭
遺
芳
』
一
七
二

頁
）。

（

64）
前
掲
、『
芝
蘭
遺
芳
』
一
七
六
～
七
頁
。

（

65）
前
掲
、『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第
七
巻
、
七
六
二
～
七
七
五
頁
。

（

66）
「
舶
来
物
品
仲
間
規
約
」（
前
掲
、『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第
九
巻
、

四
五
〇
頁
）。

（

67）
前
掲
、『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第
七
巻
、
七
七
〇
～
二
頁
。

・
本
稿
で
使
用
し
た
史
料
類
は
、
読
み
易
く
す
る
た
め
句
読
点
や
振
り
仮
名
を

加
え
、
助
詞
・
変
体
仮
名
・
合
字
は
平
仮
名
に
直
し
た
。

［
付
記
］本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
饗
庭
又
兵
衛
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
浄
栄
寺
ご

住
職
武
田
昭
雄
氏
に
過
去
帳
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に

記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
浄
栄
寺
に
つ
い
て
は
、
註
１

に
挙
げ
た
拙
稿
の
中
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

［
訂
正
］『
社
会
科
学
』
第
八
十
二
号
掲
載
の
拙
稿
の
註
の
部
分
に
以
下
の
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
致
し
ま
す
。

（
４
）［

誤
］

�（五
行
目
の
）
蝋

↓［
正
］

�臘

（

42）［
誤
］

�明
治
二
〇
年

↓［
正
］

�明
治
一
五
年

（

46）［
誤
］

�前
掲
「
京
都
商
家
文
書
」
整
理
番
号
八
〇

↓［
正
］

�「日
記
」
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